










リブレ出版株式会社



色情（前編）＜未収録ショート付＞



岩本 薫


イラスト


北上れん








　※本作品の内容はすべてフィクションです。


　　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。
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 疵痕










　後頭部への一撃が効いた。

　眼裏まなうら

 でバチッと火花が散ったあと、いきなり緞帳どんちょう

 が下りたみたいに視界が暗くなる。

　全身から急激に力が抜けて、糸の切れた操り人形よろしく膝がカクッと折れた。ざらついたコンクリートに両膝を突き、そのまま緩慢な動きで前のめりに倒れ込む。顔から地面に突っ伏した弾みで鼻骨を強く打ち、ぐきっと嫌な音が鼓膜に響いた。

　無意識にのろのろと手を伸ばし、コンクリートを爪で引っ掻く。その手を靴底でぐりっと踏みにじられた。

　俯せに倒れた背中を、なおも執拗しつよう

 に蹴りつけられる。二度、三度、四度。足蹴にされる衝撃に体がびくびくと跳ねた。

「起きろ！　おら！」

「勝手に気絶してんじゃねーよ！」

　男たちの怒鳴り声や嘲笑ちょうしょう

 が……遠ざかる。

　意識が薄れていく。

　さっきまでは体のあちこちにあった痛みも、いまはもう感じない。

「…………」

　最後の意識を手放した俺は、ずぶずぶと沈み込むように底なしの闇へと落ちていった──。
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　深い海の底から上を見上げると、滲にじ

 んだ光輪が見えた。海面に映り込んだドーナツ型の光を目指し、ゆっくりと浮き上がる。脚で水を蹴り、両手で水を掻いて、数十センチずつ浮き上がる。

　ざばっと水面に顔を出し、両目を開いた。

　いきなり瞳を射る強い光に、うっと息を呑み、顔の前に手を翳かざ

 す。

　何度か瞬きをして、周囲の明るさに目を慣らしつつ、目蓋まぶた

 をじわじわと持ち上げた。視界に映り込んだグレイの壁をぼんやり見つめる。ところどころに小さな陥没があるざらついたディテール。

（……コンクリート？）

　目玉をきょろきょろと動かした結果、どうやらここは海の上ではなく、どこかの屋内であるとの結論に至った。さっき海面に映り込んだ光輪と思ったのは、天井の蛍光灯だったようだ。

　剥む

 き出しのコンクリートで囲まれた四角い部屋。自分は、その殺風景な部屋の片隅に置かれたベッドに横たわっているらしい。

（……どこだ……ここ？）

　起き上がろうとした刹那せつな

 、後頭部にズキッと激痛が走った。続けて背骨、胸、さらには顔面に鋭い痛みを感じる。

「………ッ」

　尋常ならぬ激痛に息を詰め、持ち上げた後頭部をそろそろと枕に下ろす。仰向けの体勢で硬直したまま、奥歯を食い縛って痛みの余韻に耐た

 えていると、ギィ……とドアが開く重たい音が響いた。

「気がついたようだな？」

　ぴんと張った低音がした方向に、黒目だけを動かす。

　鉄のドアの前に男が立っていた。

　白いシャツにシルバーグレイのネクタイを締め、濃紺のウエストコートをつけた男。男の頭と天井までの距離から推測するに、相当な上背がある。

　秀でた額と鋭利な鼻筋。シルバーフレームのレンズの奥の目は切れ長で、眼差まなざ

 しが鋭い。酷薄こくはく

 そうな薄い唇。ヨーロッパ系の外国人みたいに肌の色が白い。

　その彫像のように整った貌かお

 には、うっすらとだが見覚えがあった。以前この男とどこかで会ったことがある。けれど、まだ頭全体に霞かすみ

 がかかっているせいで、いつ、どこでだったか、具体的には思い出せなかった。

　ただ、男が自分と同種の人間であることはわかった。同類は匂いでわかる。エリート然とした容貌を裏切って長身から立ち上るキナ臭いオーラは、裏稼業を生業とする人間特有のものだ。

（……誰だ？　いつ会った？）

　記憶の引き出しを懸命に探っている間に、男がドアを閉め、室内に入ってくる。コンクリートの床をコツコツと響かせ、まっすぐこちらへ歩み寄ってきた。ベッドサイドで足を止め、上空から俺の顔を覗き込む。

　冴え冴えとした眼差しが自分を値踏みしているのを感じた。顔とその周辺をじっくりとスキャンした視線が、胸、そして腹へと移動する。やがて男は中指で眼鏡を押し上げ、「酷い顔だ」とひとりごちた。抑揚よくよう

 のない冷たい声。

「おまえは繁華街の路地裏に骸むくろ

 同然にうち捨てられていた。死体かと思ったくらいだ。どうやら数人がかりでこっぴどくやられたようだな」

　男の説明が呼び水となり、意識を失う前の記憶が蘇よみがえ

 る。同時に顔のあちこちが痛み始めた。とりわけ鼻がズキズキと疼うず

 く。

「……いてぇ」

　声に出せば痛みがいや増した。

　ちんぴらに三人がかりでサンドバッグよろしくぼこぼこに殴られたのだ。男の言葉どおりに腫れ上がって酷い面相だろう。口の中もズタズタに切れているらしく、唾液がピリピリ染みて鉄っぽい味がする。

「鼻骨損傷、肋骨ろっこつ

 も二本折れていた。その他外傷と打撲は数え切れない。大袈裟おおげさ

 ではなく、体全体が痣あざ

 と疵きず

 だらけだ」

　淡々と告げられた俺は、首を持ち上げて自分の体を見た。上半身は裸で、胸から腹部にかけて包帯が幾重にも巻かれている。折れた肋骨を固定してあるようだ。見えている場所も、元の肌色がわからないほどに赤や紫のまだら模様になっている。

「それと後頭部を強く打撲している」

　言われて片手を後頭部に持っていき、大きなたんこぶに触れた。そういえば、意識を失う直接のきっかけが後頭部への一撃だった。

　俺は視線を転じ、改めて男を見た。

「手当ては……あんたが？」

　男が片眉を持ち上げる。

「医者に診み

 せた。鼻骨、肋骨、後頭部共にしばらく安静にしていれば自然治癒するそうだ。内部挫傷もない。あれだけやられて内臓を損傷していないのは奇跡だな。よほど元が頑丈とみえる」

　嘲あざけ

 りを含んだ口調で男が言った。

「…………」

　この程度で済んでラッキーだったと思うべきなんだろう。打ち所によっては後遺症が残っていた可能性もあるし、ヘタすりゃ死んでた。

　だが、自分の幸運に対して喜びの感情は湧いてこない。むしろ死に損なったことに対する失望感のほうが大きかった。

　まだこの先も生き地獄が続くのか。

「誰にやられた？」

　頭上からの問いかけに、俺はおざなりに首を振った。

「……知らない」

　自分とはシマが違うので初めて見る顔だったが、素人しろうと

 を威嚇いかく

 するためのこれ見よがしな風体や安っぽい面構えからして、下部組織の三下だろう。このところ業界も景気が悪く、ちんぴらも鬱憤うっぷん

 が溜まっているだろうから、手っ取り早く憂さ晴らしがしたかったのかもしれない。

「目つきが悪い」などというありがちな因縁をつけられた挙げ句に路地裏に連れ込まれ、三人がかりで一方的な暴行を加えられた。もっとも普段なら、三対一のハンデはどうということもない。ここまで完膚無かんぷな

 きまでにやられたのは、足許も覚束ないほど泥酔していたからだ。

　それも昨日今日の酔いじゃない。もうずっと昼に夜に浴びるように飲み続けて、二十四時間アルコールに首まで浸かった状態だった。さらに言えば、最後にまともな食事をとったのも、ベッドで横になったのも、いつだったか記憶にない。

　この半月の記憶は、半透明のフィルターが一枚かかったみたいに曖昧模糊あいまいもこ

 としていた。

「それより……あんたこそ誰だ？　なんで俺を……」

　助けた？　と続けようとして語尾を呑み込む。男の目が物騒な光を放ったからだ。

「私を覚えていないのか？」

　まるでそれが大罪であるかのように憮然ぶぜん

 とした声で問い質ただ

 され、俺は男の顔をいま一度見つめ返した。

　この顔には確かに見覚えがある。どこかで会っているはずだ。海馬の底を浚さら

 い、ピンぼけの記憶を呼び覚ます。

　組長の賀門がもん

 と参加した義理掛け先か？　それともどこかのクラブのラウンジか？

　いまにも思い出せそうで……やはりはっきりしない。俺は白旗を揚げた。

「なんとなく見覚えはあるけど……わからない」

　男が秀麗な眉をひそめる。

　少しの間、不機嫌な顔つきで俺を見下ろしていたが、おもむろに首に手をやり、ネクタイを解き始めた。ノットを解くと、ウエストコートのボタンを外し、さらにシャツのボタンにも手をかける。

　いきなりストリップを始めた男の意図が掴めず、やや呆然ぼうぜん

 とその所作を眺めていると、男がシャツとウエストコートから片腕を抜いた。着痩せするタイプらしく、露あらわ

 になった二の腕は意外にも筋肉質で逞たくま

 しい。

　男が半身を返して俺に右肩を見せた。盛り上がった肩口には赤い引き攣つ

 れがある。まだ生々しい疵痕は、青白い肌に痛々しく目を引いた。

（……銃創）

　肉が深く抉えぐ

 り取られた──その銃創を見た刹那、目の前がホワイトアウトする。

　見渡す限り一面の白。

　真っ白な積雪で覆われた冬山。

　雪深い山の中腹に建つ山小屋に、四輪駆動で乗り付けた自分は、賀門を助けるために眼鏡の男を撃った。

　パンッと乾いた音が響き、男が構えていた拳銃を取り落とす。撃たれた右肩を手で押さえ、雪に片膝を突いた。

　その隙に助手席のドアを開けて叫ぶ。

　──士朗しろう

 さん！　乗ってください！

　──乗ってください！　早く！

　一ヶ月半前の記憶がフラッシュバックで蘇った俺は、痛みも忘れて大声を発した。

「あんた……大神組おおがみぐみ

 の……！」

　ふたたびシャツとウエストコートを着込んだ男が、くるりと回転する。

「漸ようや

 く思い出したか」

　怜悧れいり

 な眼差しに射貫いぬ

 かれ、記憶の中の眼鏡の男と目の前の男が合致する。俺はごくりと喉を鳴らした。

　思い出した。

　この男は、浅草あさくさ

 一帯を縄張りに持つ老舗のやくざ組織──大神組の若頭補佐だ。

　名は確か……そうだ、都築つづき

 。

　自分が撃った男の名を思い出すのと、男が自分を路地裏から拾い上げ、手当てを施した理由に思い当たったのは、ほぼ同時だった。

「……狙いは『あの人』か」

　苦い声のつぶやきを落とす。

「あの人が接触するかもしれないと思って俺を見張っていたのか？」

「そうだ」

　臆面もなく肯定した男がネクタイのノットをきゅっと結んだ。隙のない姿に戻って尋たず

 ねてくる。

「元高岡たかおか

 組組長・賀門士朗の居場所を探している。やつはいまどこにいる？」

「知らねーよ」

　俺は投げやりに答えた。

「あの人がいまどこでなにをしているかなんて、こっちが訊き

 きたいくらいだ。ハッ……わざわざ医者にまで診せたのに当てが外れて残念だったな」

「何十年と連れ添った懐刀ふところがたな

 のおまえにも連絡なしか」

「…………」

「ずいぶんと冷たい飼い主だな」

「うるせぇな！」

　嫌みったらしい物言いにイラッときて声を荒らげる。

「知らないもんは知らないんだよ！」

　思わず半身を起こして怒鳴りつけた次の瞬間だった。

　額にひやりと冷たい感触を覚える。いつ、どこから取り出したのか、男が目にも留まらぬ早業で銃口を突きつけていた。

「………っ」

　男──都築が、手慣れた動きでカチッと安全装置を外す。俺は息を詰めたまま、上目遣いに男を見た。氷のように冷ややかな眼差しと視線がかち合う。

　感情の窺えない色素の薄い瞳を、俺は挑むように睨ね

 めつけた。

「……撃てよ」

　都築が双眸そうぼう

 をじわりと細める。

　駆け引きのつもりはなかった。掛け値なしの本気だ。この男によって長らえた命だ。ならばこの男の手で断たれてもプラマイゼロ。

「俺からあの人の情報を訊き出そうとするだけ時間の無駄だ。とっとと引き金を引け」

　しばし真意を見定めるような鋭利な視線を俺に向けていた都築が、すっと銃を引いた。拳銃の安全装置を再度かけ直して、腰の後ろに差し込む。

「撃たないのか？」

　俺の意外そうな声に、都築は肩を竦めた。

「死にたがってるやつに手を貸してやるほどお人好しじゃない」

「…………」

「そう簡単に楽になれると思うな」

　薄い唇に冷淡な笑みを浮かべ、男が釘を刺す。俺がむっつり黙り込むと言葉を継いだ。

「医者に言われた。生涯疵は残ると」

「疵？」

　なんのことだと問い返そうとして、先程見た肩先の銃創だと気がつく。

「おまえは私に消えない疵痕をつけた。その代償を支払う義務がある」

　ぬけぬけと言う男に腹の中がカッと熱くなった。

　偉そうに。やくざのくせしてなにが義務だ。

　大体どうやって支払わせる気だ？　俺に鉄砲玉でもやらせる気か？

　視線の先の能面からは、まるで感情が読み取れない。腹の中が読めない男に尋ねた。

「……あの人の居場所なんか知ってどうする気だよ？」

　賀門はもう高岡組組長じゃない。組を解体し、足を洗った男の行方を今更なぜ都築が知りたがるのかわからなかった。

「迅人はやと

 さんを連れ戻す」

　予想外の返答にぴくりと肩が揺れ、喉の奥からしゃがれた声が漏れる。

「……賀門さんはあのガキと一緒なのか？」

　都築が、そんなことも知らないのかといった侮蔑の表情を浮かべた。

「迅人さんが屋敷から姿を消したのは賀門が本郷ほんごう

 を訪ねてきた日の深夜。翌日には賀門も居場所を掴めなくなった。となれば、ふたりが行動を共にしていると考えるのが妥当だろう。この半月、我々も手を尽くして消息を追ったが、杳よう

 として行方は掴めない。ふたりはすでに日本にいない可能性もある」

　都築の推測を耳にしても、俺はまだ実感が湧かずにいた。

　半月前、ふつりと連絡が途絶え、そのまま消息を絶ってしまったあの人が。

　血眼ちまなこ

 で探し回ってもまるで行方が掴めなかった賀門が。

　すでに日本にいないかもしれない？

　しかも……。

（あのガキと一緒にいるのか）

　生まれ育った環境に染まらず、腹立たしいほどに澄んだ目をした神宮寺じんぐうじ

 迅人の顔を思い浮かべる。次に、無精髭の不敵な風貌を眼裏に蘇らせた。

　賀門士朗。

　共に親の顔を知らずに養護施設で育った三つ年上の幼なじみ。血の繋がりはなくとも、俺を弟みたいにかわいがってくれた。

　ガキの頃の俺は、なまじ女顔で体が貧弱だったがために、性的虐待のターゲットにされることが多かった。一番酷かったのが施設職員のボス格で、小山みたいな巨漢だ。凶暴な上に変態というクズ野郎だった。

　俺はそのデブに目をつけられ、日常的に暴行を受け、口や手での性的奉仕を強いられていた。院長以下、他の職員はデブの卑劣な所行を知っていたにもかかわらず、報復を恐れて見て見ぬ振りをした。

　そんなどん底の環境でただひとり、子供ながらに身を挺てい

 して俺を庇ってくれたのが賀門だった。だが彼だって二十四時間俺の側そば

 にいられるわけじゃない。小狡いデブは、わざと俺と彼を引き離し、性的虐待を続けた。

　我慢も限界にきていたある日、俺は隠し持っていたフォークでデブの腹を刺した。

　殺や

 るつもりで刺したが力及ばず、デブは救急車で運ばれ、そのまま入院した。

　やつが戻ってくれば、間違いなく半殺しの憂き目に遭あ

 う。

　デブの報復を危惧した俺と賀門は、監視の目を盗み、施設から脱走した。彼が十歳、俺が七歳の時だ。しばらくは食べ物を盗んで飢えを凌ぐ路上生活を送っていたが、運よく高岡組の組長に拾われ、彼の庇護のもとで成人した。

　十代──俺は武術を習い、日々鍛錬たんれん

 を積んだ。自分の弱さに嫌気が差していたのもあるが、一番の理由は恩人である組長と賀門を護まも

 るためだ。

　ふたりのためならいつだって命を投げ出す覚悟があった。

　組長の死後、高岡組を継いだ賀門に仕え、若頭として傍かたわ

 らに立つことが、俺の存在意義だった。仮にもし彼に命じられたのなら、躊躇ちゅうちょ

 なく人を殺あや

 めただろう。彼の代わりに自分の手を汚すことなんてなんでもない。

　一生、彼の鉄砲玉でいい。

　自分は学がないし弁も立たない。いずれ独り立ちして組を構えたいなどという野望もない。金銭や物にも執着がない。ただひとつ欲しかったのは自分の居場所。彼の足許に蹲うずくま

 ることさえ許されれば、それでよかった。

　二十数年──賀門の忠実な「犬」として生きてきた。

　俺の唯一の存在意義──それを。

　神宮寺迅人の出現によって奪われた。

　あのガキと出会って、賀門はおかしくなった。俺に言わせれば「血迷った」。

　神宮寺迅人は、大神組組長・神宮寺月也つきや

 の嫡男だ。いずれは大神組を継ぐ可能性もあるが、現時点ではただのやせっぽちな高校生のガキに過ぎない。

　そのやせっぽちのガキに──取引材料として拉致監禁していた迅人に賀門は情を移した。上層部の意向に背き、大事な人質を取り逃がした。挙げ句の果てにその責任を負う形で組長を辞し、裏の世界から足を洗ってしまった。

　どんなに取りすがっても、「裏切り者」と詰なじ

 っても、賀門は決意を翻さなかった。

　賀門の跡を継げる者はおらず、高岡組は解体を余儀なくされた。これを機に足を洗う者、他所の組に移る者──組員たちはバラバラになった。

　その後、ほどなくして賀門と連絡が取れなくなった。定宿にも姿を現さず、携帯は不通。そうしてついには煙のように消えてしまった。それが半月前のことだ。

（あのガキと……行ったのか）

　三十年近くの時間を共にした俺に一言も残さず。

　会ったばかりのあいつとの道行きを選んだのか。

「…………」

　もっと衝撃を受けてもおかしくないはずだ。

　なのに、なにも感じない。

　ただ、砂の粒が入り込んだみたいに胸がざらざらする。

　もう怒る気力も傷つく余力も残っていないのかもしれない。

　居場所を、仲間を、賀門を──すべてを失ってからの自分は、まさに抜け殻がら

 だった。なんのために生きているのかわからず、ひたすら酒に溺おぼ

 れ……アルコールによってかろうじて生命を維持しているだけの生きる屍しかばね

 。

「久保田杜央くぼたもりお

 。かつては『賀門の狂犬』の二つ名で呼ばれ、業界でそれなりに顔を知られた男が、行きずりの三下ごときに袋叩きにされ、薄汚い路地裏で野垂れ死ぬ寸前とは……主人に捨てられた飼い犬の末路は哀れなものだな」

　蔑さげす

 みの声にも顔を上げず、昏くら

 い眼差しでコンクリートの床を見つめる。

「……なんとでも言え」

　プライドなどとうに無い。

　彼に捨てられた時に心と一緒に失った。もとより良心の持ち合わせはなかったが……。

「なにを言われても痛くも痒くもない。もうなにも感じない」

　ひしゃげた声を出すと、都築がふっと息を吐いた。

「私が飼ってやる」

　男が発した低音に、俺は気怠く視線を上げた。うろんげに訊き返す。

「……なんだって？」

















「私が、おまえの新しい主人になってやると言っているんだ」

「新しい主人？　あんたが？」

　漸く意味を呑み込むのと同時、喉の奥からハッと乾いた笑いが漏れた。

　なぁにが主人だ。くだらねえ。こいつ、スカしたツラしてアホか。

　男の芝居がかった言い回しがおかしくて、くくく……と喉で嗤わら

 っていると、不意に頤おとがい

 をきつく掴まれた。無理矢理顎を持ち上げられる。レンズ越しに真意を見透かすような視線が突き刺さった。

「餌も食わずに未練がましく待っていてもご主人様は帰ってこないぞ。素直に私のものになれ」

　命令口調にふんっと鼻を鳴らす。

「誰がてめえなんかの」

「私の犬になれ」

「うるせえ！」

　顎を拘束する手を振り払おうとしたが、都築は力が強くて果たせない。手首を掴み、揺さぶった。びくともしない。

「くそっ」

　苛立った俺は、都築に向かってぺっと唾を吐きかけた。男の右頬に飛沫がかかる。

　都築がじわりと双眸を眇すが

 めた。頬の飛沫を手の甲でぐいっと拭い取った──かと思うと、返し手でパンッと俺の頬を打つ。

　手加減なしのビンタに頭の軸がぶれ、くらっと目が眩くら

 んだ。

「……ツ……ぅ」

　軽い脳震盪のうしんとう

 を起こし、両目をしばしばさせている間に顎を大きな手で掴み直され、強引に目と目を合わせられる。ぞっとするような冷たい視線が俺を射貫いた。

「賀門の居所を知りたくないのか？」

「………っ」

「私とおまえが手を組めば、ふたりの居場所を掴める確率が上がる」

「…………」

　都築はいずれ賀門が俺に連絡を寄越よこ

 すと思っているようだが、その可能性は低い。それは捨てられた自分が一番よくわかっている。

　だが、迅人が肉親に連絡を寄越す確率は高いんじゃないのか。なんだかんだいってまだ高校生だ。身内が恋しい年頃だろう。

　都築の側にいれば、いつかはふたりの居場所を掴めるかもしれない……。

　俺の心の揺らぎを読み取ったかのごとく、都築が昏い声で囁く。

「ご主人様に会いたいんだろう？」

　もちろん会いたい。

　この半月の間、一日たりともその姿を脳裏に思い浮かべない日はなかった。

　だがいま、誰よりも会いたい相手は他にいる。ついさっき、俺の中の優先順位が入れ替わった。

　神宮寺迅人。

　俺からすべてを奪ったガキ。

　俺が自分の吐いた汚物に塗まみ

 れ、絶望の泥沼を這いずり回っている間、やつは賀門と一緒にいた。

　いまこの瞬間も独占し続けている。

「会い……たい」

　呻うめ

 くように、心の奥底から込み上げる渇望を口にした。

　神宮寺迅人の居場所を突き止め、あの細い首を絞め上げる。すぐには殺らない。時間をかけてじわじわと、断末魔の声をじっくり味わいながら、この手であいつの命を絶つ。

　それが、あのガキを選んで自分を捨てた賀門への、なによりの報復──復讐だ。

　そのためならなんでもする。

　ひさしぶりに熱い情動が湧き上がってくるのを感じた。凍い

 てつき、滞とどこお

 っていた血潮が勢いよく流れ出し、心臓がドクドクと鼓動を刻む音を聞く。

「では跪ひざまず

 け」

　都築が傲慢ごうまん

 に命じた。

「跪いて私に忠誠を誓え」

　忠誠？

　またしても芝居がかった茶番にうんざりしたが、男は撤回する気はないようだ。腕を組んで俺が動くのを待っている。

　鉄面皮てつめんぴ

 を数秒睨んだのちに、俺はベッドから降りた。よろめきそうになるのを腹に力を入れて堪こら

 える。

　男が立つコンクリートの床に両手両膝を突き、四つん這いになった。這いつくばり、ぴかぴかに磨き上げられた上質な革靴に唇を寄せる。爪先部分に映り込んだ自分と目が合った。

　ぎゅっと目を瞑つむ

 り、わずかに残っていた最後の矜持きょうじ

 をかなぐり捨てる。

　これくらいなんでもない。過去にもっと酷いこともさせられた。俺はこんなことで傷ついたりしない。

　靴の先に一瞬、唇で触れる。

「まだだ。ちゃんと舐めろ」

　頭上からの尊大な命令に奥歯を食い締め、舌を突き出して靴先を舐めた。靴墨の苦みと血の味が入り交じって舌がぴりぴり痺れる。

「私がいいと言うまで舐め続けるんだ」

　口の端から涎が滴したた

 った。いい加減に舌の根元が怠くなって顔を上げる。

「…………」

　男が遙か高みから睥睨へいげい

 していた。その口許にはうっすらと笑みが刻まれている。

「よくできたな」

　宥め賺すか

 すような、幾ばくか甘さが漂う低音で俺を労ねぎら

 った。

「褒美をやろう」

　そう言い置き、その場を離れる。少しして戻ってきた都築が手にしていたもの──それは黒い革の首輪だった。シルバーのスタッズが打たれた本格的な首輪だ。

　腕を引っ張って俺を膝立ちさせた都築が、その首輪を俺の首に嵌める。サイズを調整し、装着し終わると、満足そうにレンズの奥の双眸を細めた。

「いまからおまえは、私の犬だ」
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　都築は俺を自分の家に住まわせた。

「ここがおまえの犬小屋だ」

　都築が俺に与えたのは、俺が最初に意識を取り戻した部屋だった。地下にある窓もない八畳間が、そのまま「犬小屋ハウス

 」になった。

　八畳の「犬小屋」にはトイレとユニットバスが付いているが、家具らしい家具はなく、あるのは簡素なパイプベッドだけ。

　そのベッドで、肋骨の骨折と打撲痕が癒えるまでの間、俺は一日の大半を寝て過ごした。

　ブランケットを一枚渡されたが、衣類は与えられなかった。

　俺が装着を許されたのは革の首輪のみ。それ以外は下着すらないマッパだ。エアコンと床暖房が完備されているから寒さは感じなかったが、素っ裸の生活は甚はなは

 だ心許ない。

　都築がなにを思って俺に裸の生活を強いるのかはわからない。

「犬」であることを自覚させるためか。逃亡抑止か。それとも単なる嫌がらせか。

　そのうちのどれかか、あるいは全部か。

　都築の思考は謎だ。

　そもそもなぜ自分を飼うのかも、いまひとつ定かじゃなかった。

　気まぐれ？　いや……あの男に限ってそれはない気がする。

　賀門が俺に連絡を寄越す可能性にかけてというのが、第一の理由だろう。

　同時に、自分を撃った俺への報復として、精神的苦痛を与えようという魂胆こんたん

 かもしれない。そのために「犬」扱いし、衣類を与えず動物のように裸で過ごさせる。

　だが生憎あいにく

 と、このレベルで屈辱を覚えるような人間性は今更に持ち合わせがない。

（もともとが下等だからな）

　疵が少し癒えると、都築は俺を風呂に入れた。バスタブに放り込み、自分はシャツの袖を腕まくりして、まさしく犬を洗う要領で全身を泡立てた。ブラシやスポンジを使って耳の裏から足の指の間まで入念に洗われる。

　男はどうやら潔癖症のきらいがあるらしかった。そう思えばいつも一分の隙もなくぱりっと身綺麗にしているし、家の中でもだらしのない姿を見せない。自分に対して禁欲的であるばかりでなく、目に入る俺が汚いのも許せないようだ。

　全身を隈くま

 なく洗い終わると、姿見の前に立たされた。地下室には鏡がないので、自分の姿をまともに見るのはひさしぶりだった。

　鼻の腫れが漸く引いて、元来の風貌に戻りつつあるようだ。

　神経質そうな弓形の眉。男にしては細い鼻梁びりょう

 と薄赤い唇。無意味に長いまつげと切れ長の目。いつの間にか、髪が首筋を覆うほどに伸びていた。ごつい首輪のせいか、妙に首が細く見える。

（……ますます女みてーだな）

　自分の顔を赤の他人を見るような冷めた眼差しで眺めたのちに、俺は視線を落とした。

　だいぶ薄れたとはいえ、まだ体全体に満遍まんべん

 なく殴打痕が散らばっている。筋肉が落ち、腕も足も胴も、目視でわかるほどに細くなっていた。胸も薄くなり、時間をかけて造り上げた肉体が見る影もない。

　視線をさらに落として股間を見る。薄い下生えに覆われ、我ながら初々しい色合いの性器が力なく垂れ下がっていた。

（……みっともねえ）

　鏡越しに股間のものを値踏みする都築の視線を感じて、顔がじわっと熱くなる。目と目が合った瞬間、男がふっと唇の端で嗤った。

（どーせ粗チンだよ。くそ）

　やっぱり全裸強要は嫌がらせだと確信した。

　だが、この程度の嫌がらせはなんてことない。

　賀門と迅人の居場所を突き止め、自分の存在意義を根こそぎ奪った神宮寺迅人をこの手にかける。

　そのためならば、どんな生き恥だろうが晒す。

　改めて決意を胸に呼び起こした俺は、鏡の中の新しい飼い主を睨みつけた。













　二週間が過ぎると痛みはほぼ消え、完治とまではいかないが、ベッドから起きて家の中を歩き回れるほどに回復した。

　都築は俺に、屋内に限って行動の自由を与えた（ただし二階にある都築の私室は鍵がかけられており、中に入ることはできない）。

　都築の自宅は、コンクリート打ちっぱなしのモダンなデザインの一軒家だった。内装も機能重視の無機質なインテリアで、余分な装飾はひとつとしてない。

　地下一階、地上三階建ての構造から成り、フロントヤードと庭を合わせれば、相当な敷地面積がある──らしい。断定できないのは、俺が屋外に出たことがないからだ。家の中から見える範囲内しか外の様子はわからない。

「おまえはなにもしなくていい。ただここで私の帰りを待て」

　都築は俺にそう命じた。

　家事をやらされるわけじゃない。話し相手としての役割を求められるわけでもない。癒しを求められるわけでもない。

　本当にただ飼い主の帰りを待つだけ。

　一見楽そうなこのミッションを遂行することが、その実かなりの苦行だと思い知ったのは、動き回れるようになって三日も経たないうちだった。

　都築は昼頃に出かけるが、その際にセキュリティシステムをオンにしていく。

　他組織からのカチコミに備えてか、この家の防御システムは鉄壁で、解除キーがなければ、外からはもちろんのこと内側からも窓ひとつ開けられない。そして解除キーのコードを知っているのは都築だけ。つまり、気晴らしに庭に出ることすらできないのだ。

　仕方ないので一日の大半をリビングの床に寝転がり、テレビ鑑賞で時間を潰した。テレビに飽きると、家の中をうろうろとうろつき回る。

　地下室も入れて八室を数える屋内は、どの部屋も掃除が行き届き、整然と整頓されていた。ストイックなオーナーの気質を反映して、見事なまでに生活臭がない。新築のモデルルームみたいだ。

　どうやら都築には家族がいないらしい。プライベートに関して自分からなにも話さないので、結婚しているのかどうか定かではないが、少なくとも同居する親族や身内はいない。

　俺がやつの飼い犬になって以降、都築以外の人間を見たのはあとにも先にもただひとり、初老の家政夫のみだ。

　彼は朝の八時きっかりにやってくる。黙って都築に頭を下げ、黙々と掃除と洗濯をし、食事の支度をする。食事は二人分×三食分を作り置きして、都築が出かける昼前には帰っていく。その間、無駄口は一切きかない。

　都築にあらかじめ言い含められていたのか、全裸に首輪をつけた俺を初めて見た時も、顔色ひとつ変えなかった。

　まるでそこに存在しないかのように俺を無視する。めんどくさいので俺もスルー。俺たちの間に会話はないので、俺は彼の声を聞いたことがない。当然名前も知らない。

　だが彼の作る食事はどれも口に合った。













　この食事に関して、俺と都築の間で一悶着ひともんちゃく

 あった。

　体の自由がきかない時は、地下室まで都築が食事を運んできていたが、動けるようになったので「上で食べろ」と言われた。

　都築が家で食事をするのは朝と夜。昼は家政夫が作ったランチボックスを持っていっているようだ。夜は帰宅が深夜近くになる日もあるが、どんなに遅くても家で食事をする。推測するに、どこの馬の骨が作ったのかわからない外食を口にするのが嫌なんだろう。

　初めて一階のダイニングキッチンで食事をした夜のことはいまでも忘れられない。

　呼ばれて一階に上がると、ダイニングテーブルの上には一人分の食事がセッティングされ、もう一食分は床に置かれていた。正確に言えば、ステンレスの餌入れに、白飯とおかずが一緒くたに突っ込まれていた。

　しばらく呆然と、床に直置きされた餌入れを見下ろす。

「……ってなに？　床で食えってこと？」

　ひとりダイニングテーブルにつき、箸と茶碗を手にした都築がうなずいた。

「おまえが座ると椅子が汚れる」

　しれっと肯定され、むかっときた。

「はぁ!?
 」

　汚れんのは、おまえが俺に服着せないからだろ？　こっちは好きで裸なんじゃない。フルチンで我慢してんだよ。それがなんだ、その言い種ぐさ

 は？

「犬には犬らしい餌の取り方がある」

　苛立っていたところに偉そうに追い打ちをかけられ、頭の血管がぶちっと切れた。

　気晴らしの娯楽もない、酒も飲めない、体を動かすこともできない生活に、かなりフラストレーションが溜まっていた。酒浸りだったのが急にアルコールを断ったせいで、禁断症状も出ていた。

「ふざけんな！」

　大きな声を出し、苛立ちに任せて餌入れを足で蹴る。カランと音を立てて、ステンレスの器がひっくり返った。中身が盛大に床にぶちまけられる。

　そうしても激情が収まらずに、俺はもう一度餌入れを蹴り飛ばした。

「こんなメシ食えるかよっ」

　横滑りしたステンレスの器がダイニングテーブルの脚に当たり、カンッと鼓膜に響く金属音を立てる。

　都築がテーブルに茶碗を置き、続けて箸を置いた。ゆらりと立ち上がった男が頭上から俺を見下ろす。

　虫けらでも見るような蔑みの眼差し。

　上背も体格も遙かに勝る相手が発する威圧のオーラに内心で怯みながら、俺はできる限り顎を反らし、男をやぶにらみに睨み上げた。

　喧嘩タイマン

 は初っ端ぱな

 が肝心だ。ここで八割方勝敗が決まると言っても過言じゃない。

「なんだよ？　文句あンのかよ？」

「……躾しつけ

 が必要なようだな」

　俺の挑発には乗らないとばかりに、都築が低くつぶやく。

　氷の眼差しに背筋がぞくっとしたが、自ら卓袱台ちゃぶだい

 をひっくり返してしまった以上、引くに引けない。

「……なにが躾だよ？」

　俺は喉を反らし、ハッと嗤い飛ばした。

「やれるもんならやってみろ！　このドＳ野郎！」

　レンズの奥の目が鈍く光った次の瞬間、都築の右手がぬっと伸びてきて、俺の二の腕を鷲掴わしづか

 みにする。

「痛ぇ……っ」

　抗あらが

 う間もなく強い力でぐいっと引き寄せられ、至近から、鈍い光を放つ双眸で凄まれた。

「主人に逆らえばどうなるか……その体に教えてやる」













　腰を落として踏ん張ったが、ずるずると引っ張られてしまう。筋力が落ち、足腰がすっかり弱くなっているのを思い知った。

「放せ、よっ」

　訴えは無視され、問答無用でリビングまで引き摺られる。

　ソファに乱暴に突き飛ばされた俺は、座面に手を突いて起き上がりかけ、うっと顔を歪めた。胸に走った激痛に、まだ肋骨が完治していないのを痛感させられる。

　痛む胸を手で押さえていると、後ろに立った都築が首輪に指をかけて、俺をぐいっと吊り上げた。喉が圧迫されて息が詰まる。

「くる……し……っ」

　首輪の隙間に必死に指を入れ、なんとか気道を確保しようともがいたが、抵抗も虚むな

 しく、どんどん首が絞まっていく。ぱくぱくと口を開閉しながら、みるみる顔が真っ赤になるのが自分でもわかった。

　視界が涙で霞む。酸欠で目の前が徐々に暗くなって……

　落ちる──!!


　そう思った瞬間、ふっと楽になった。突然首輪を離された俺は、急激に送り込まれてきた酸素に「げほっ……げほっ」と咽む

 せた。

　ソファの座面に伏せて咳込んでいると、パンッと尻を叩かれる。続けて二回、三回。平手のスパンキングにケツがびりびり震えた。

「起きろ」

　低音で命じられ、のろのろと頭を上げた。涙で滲んだ視界に、自分を見下ろす都築の顔が映り込む。刺すような視線に射貫かれ、ひくっと喉が鳴った。

「…………」

　首の後ろがチリチリと粟立あわだ

 つのを意識していると、都築が黙ってベルトを外し、トラウザーズの前を開いた。下着を少しずらし、中から自身を取り出す。もう片方の手で俺の前髪を掴み、顔を仰向かせた。

「……うっ……」

　まだ兆きざ

 す前から相当な質量を誇るブツを口許に押しつけられ、その大きさに対する畏怖いふ

 と強烈な嫌悪を覚える。

　一方で、この展開にどこかほっとしている自分がいるのも認めていた。

（そうだ……これだよ）

　こうでなきゃおかしい。

　俺は都築を撃ち、生涯消えない疵をその身に刻んだ。なのに都築はくたばる寸前の俺を拾い上げ、怪我を治療して餌を与え続けている。

　成り行きから飼い犬生活に甘んじながらも、心のどこかで見返りを求められないことに違和感を感じていた。快適な空間がずっと居心地悪かった。

　餌と寝床を与える代償として、体での奉仕を強要されたほうがずっとしっくりくるし、借りを溜め込まずに済む。

　哀れみを施されるより暴力のほうがよっぽど楽だ……。

「口を開けろ」

　そう思った俺は、都築の命令に応じ、口を開けて男の人並み外れたブツを受け入れた。

　男のものをしゃぶるのは、初めてじゃない。子供の頃、施設職員のデブに毎日のようにオーラルを強いられていた。でもあれから二十年以上のブランクがある。

　半分も咥くわ

 えないうちに喉がオエッとなった。嘔吐えず

 く前にあわてて口から男を離し、はぁはぁと胸を喘がせる。上目遣いに窺って、都築の醒めた眼差しとかち合った。

　出来の悪い犬を見下すようなその視線に、なけなしのプライドに火が点く。

（くそっ……舐めやがって！）

　発憤はっぷん

 した俺は再度、今度は顎が外れる限界まで大きく口を開いた。自分から顔を寄せ、ゆっくり、少しずつ呑み込んでいって、どうにか三分の二ほどを受け入れる。さすがにこれ以上はもう無理、喉につかえるというギリギリのところで、新しい指令が下った。

「舌を使え」

　簡単に言われても、そう上手くはできない。口の中のほとんどを占拠されているので、ぎこちなく舌を動かすのが精一杯だ。

「んっ……ん、くっ」

　俺は目を瞑り、行為に集中した。拙つたな

 いなりに舌を竿に絡め、裏筋を舐める。一刻も早く達い

 かせて、苦行から解放されたかった。

「ふ……うっ……」

　こんなにがんばっているのに、口の中の都築にさほど変化はない。若干芯を持ったかどうかといった乏しい反応に虚しさが募る。

　だんだん顎も怠くなってきた。ずっと口を全開しているせいで、蝶番ちょうつがい

 がギシギシ軋んでいる。

　それでも、懸命の奉仕の甲斐あってか、ちょっとずつ、ほんのちょっとずつだが口の中の男が硬度を増し始めた。

（……少し硬くなってきた）

　結果が出れば、やる気も出てくる。俺はさらに熱を入れて男をしゃぶった。じゅぷっと水音が鼓膜に響き、溜まった唾液が端から溢あふ

 れて喉を伝う。

　濡れた首筋を、都築につーっと指で辿られ、びくっと肩が震えた。

「ずいぶんと美味そうに咥えるな。思っていたより適性がありそうだ」

「……ぅ……」

　そんなことないと言い返したかったが、喉を塞がれていて声が出ない。

「前のご主人様のアレもしゃぶらせてもらっていたのか？」

　嬲なぶ

 るような囁きに、俺は男をギッと睨みつけた。男の薄い唇には嘲笑が浮かんでいる。

　これは罠だ。

　俺を言葉でも辱はずかし

 めて、精神まで屈服させようとしているんだ。

「どうやら満足に餌を与えてもらえていなかったようだな。股を開いて誘ってみなかったのか？」

　わかっていてもカッと頭が熱くなり、男を口から離すなり怒鳴った。

「するわけねぇだろ！」

「馬鹿なやつだ。なんのためにその女みたいな顔がある？　物欲しげにケツを振って誘えば、一度くらい情けをもらえたかもしれないぞ」

　ぎりっと歯噛みをする。

「……あの人は……そんなことしない」

　都築がぴくっと片眉を跳ね上げた。

「あの人はおまえとは違う」

　ふんと鼻で嗤った男が、俺の後ろ髪を鷲掴み、ぐいっと仰向かせる。

「咥えろ」

　居丈高な指示にぎゅっと唇を噛み締めた。

　誰がおまえの指図なんか受けるか。

　意地になって唇を引き結んでいたら、鼻を指で摘つま

 まれた。鼻孔を塞がれ、たちまち息が苦しくなり、ぷはっと口を開く。直後、口の中に切っ先をねじ込まれた。

「うぐっ……」

　いきなりずぶっと肉棒を押し込まれ、喉の奥まで蹂躙じゅうりん

 される苦しさに涙がじわっと滲む。

「……んっ……むぅ……」

　口いっぱいの大きさを持て余した俺は、思わずシャフトに歯を当ててしまった。ちっと舌打ちが落ちる。

「歯を立てるな。へたくそめ」

　仕置きのように剥き出しの尻をピシッと叩かれ、びくんっと腰が跳ねた。

「わからないなら教えてやる。いいか、自分がされて気持ちいいことをするんだ。簡単だろう？」

　そう言われてもぴんと来ない。

　幼少期の性的虐待に起因してか、俺は慢性のインポで、勃起した経験が一度もない。女もまだ知らない。

　賀門に専門医にかかるようアドバイスされたが、結局病院に行かないまま今日に至っている。

　賀門は不憫ふびん

 に思ったらしいが、俺自身はとりたてて不自由を感じなかったからだ。

　別に一生童貞でも構わない。女に惚れたこともないし、この世にはセックスより有意義で大切なことがある。

（いや……あった──と言うのが正しいか）

　複雑な隆起に舌を絡ませながら、思考の流れで過去を振り返っていると、不意に後ろ髪を引っ張られた。口からずるっと男が抜ける。

「あっ……」

　やっと口に馴染みかけていたものを取り上げられ、不満の声が零こぼ

 れた。

「なんでだよ？」

　もう少しだったのに──と言いかけて、眼鏡越しにギロリと睨まれる。

「ただでさえヘタなのに、上の空でやられると余計に萎な

 える」

「………ッ」

　賀門のことを考えていたのがばれた？

　とっさに気まずい表情を浮かべる俺を、都築が不快そうな顔つきで一瞥した。

「もういい」

「え……？」

「いいからさっさと地下の犬小屋ハウス

 に戻れ」

　忌々しげに顎をしゃくられ、肩透かしを食わされた気分でやや憮然とする。

　せっかくがんばって硬くしたのに……なんなんだよ？

　釈然としない俺を突き放すように、都築がぴしゃりと告げた。

「今夜は餌抜きだ」













　　　２









　ひたすら「主人」の帰りを待ち続ける、飼い犬としての時間が過ぎた。

　犬とは言っても完全なる室内犬だ。散歩はしない。

　外出をせず、陽の光をほとんど浴びないので、もともと白かった肌がいっそう白くなった。髪も伸びっぱなしで、ついには肩についてしまった。

　特に意識する必要がないせいか、だんだんと日付と曜日の感覚がなくなり、今日が何日なのか、何曜日なのかがわからなくなってくる。さらには、時計を見ないので時間の感覚も曖昧になってきた。

　いまの俺にとって、目覚めるのが朝、都築が出かけるのが昼で、帰ってくるのが夜だ。それぐらいの大ざっぱな感覚でも、日々の生活に差し障さわ

 りはなかった。

　朝、目が覚めた時間に起きて（大概、都築が先に起きている）、朝食を食べ（床で食べることにもすっかり慣れた）、昼頃に出て行く都築を玄関まで見送る。

　家政夫が帰り、都築が出かけたあと、家にひとりになると必ずやる日課。それは都築の私室に忍び込むことだ。

　ドアには鍵がかかっているが、普通のシリンダー錠なので、ちょっとしたコツで解錠できる。室内に忍び込むと、まっすぐ書斎机へ向かい、一番上の引き出しを開ける。ここに俺にとって大事なものが入っているのは、動けるようになってから虱しらみ

 潰しに家捜しをしてほどなく突き止めた。

　黒い折りたたみ式の携帯。俺の携帯だ。

　路地裏で意識を失って目覚めた時にはもう身につけていなかったから、昏倒している間に都築に取り上げられ、ここに仕舞い込まれたんだろう。

　携帯を掴み取り、フリップを開くとバックライトが点く。充電されているということは、都築も毎日欠かさずこの携帯を確認しているということだ。

　今日こそはという期待を胸に電話とメールの着信履歴をチェックして、失望する。

　今日も賀門からの連絡はなかった。

　ふーっと嘆息を吐き、携帯を元の位置に戻す。部屋から出て、何事もなかったように鍵をかけ直せば、一日のノルマは終わったも同然だ。

　あとはもうやることがない。

　日中は、テレビかＤＶＤを観るか、室内で簡単なストレッチや筋トレをするか、いずれかで時間を潰す。

　それでも時間を持て余した俺は、ある日の午後、退屈しのぎにリビングの書架に手を伸ばした。棚に並んでいるのは分厚いハードカバーの本ばかりで、試しに一冊手に取ってぱらぱらとページを捲ったが、やたら漢字が多くて目がチカチカした。

　学校は中学までしかまともに出ていないが、いままで生きるのに困ったことはなかった。頭脳労働は賀門に任せて、もっぱら肉体労働専門だったから、難しい漢字が読めなくてもさほど問題なかったのだ。

「…………」

　開いたページをじっと睨んでいたら、だんだん頭が痛くなってきたので本を閉じ、書架に戻した。やっぱり読書なんて柄じゃない。

　夜は、どんなに遅くなっても、夕食に手をつけずに都築の帰りを待つ。

　一階で食事をとり始めてしばらく経った頃、空腹に耐えかねて先に食べていたら、「『待て』ができない馬鹿犬め」と詰られ、『お仕置き』された。

　一緒に食べたところで、そもそも都築は食卓、俺は床で食べるのだから、団欒だんらん

 があるわけでもない。ただ同じ時間に同じ空間で食べるというだけの話だ。

　だがそれを都築が求めるならば仕方がない。

　飼い犬である以上、主人の興を殺そ

 ぐことは、デメリットでしかないのだから、そのあたりは臨機応変に対処していくしかない。

　当初は、威圧的な男に反抗してキレてばかりいた俺も、アルコールに対する禁断症状が薄れるにつれ、だいぶ冷静になってきた。

　都築はドＳだが、意味もなく俺を痛めつけたり、気分で暴力をふるったりはしない。そこが施設職員のデブとは違うところだ。

　都築の中には共同生活に際しての厳格なルールがあり、それに反すると即、躾という名目の『お仕置き』が待っている。

　だが、やつの定めたルールに従ってさえいれば、一日三回腹は充たされるし、快適な寝床だって与えられる。外出できないのはキツイが、もともと人づき合いが得意なわけでも、是が非でも会いたい身内がいるわけでもないのだ。

　物心ついた時から親はおらず、養護施設でも常に腹を空かせていた。元組長に扶養された数年は比較的安定していたが、長ちょう

 じて足を踏み入れたやくざの世界もまた甘くなかった。

　高岡組は末端の小規模組織だったし、とりわけ昨今は暴排条例の影響で業界も厳しく、シノギを回すのは楽じゃなかった。上部組織の下請け仕事もこなさなきゃ立ちゆかないが、組長の賀門に「汚れ仕事」はさせられない。だから俺は率先して自分の手を汚した。体を張り、命のやりとりをするような修羅場も幾度か経験した。

　それが、ここにいればなにもしなくても餌をもらえるのだ。外敵の急襲に備えてぴりぴりと神経を尖らせる必要もない。

　堅牢けんろう

 な家屋。口に合った食事。あたたかい寝床。──悪い生活じゃない。

　俺はいま身も心も疲れきっている。大きなものを失って疲弊ひへい

 している。

　だから体を丸めて休む時間が必要だ。

　別に一生のことじゃない。迅人と賀門の居所が掴めるまでの期間限定。

　力を溜めるためだと思えば、多少の屈辱にも耐えられる。

　初めての『お仕置き』以来、命令に従わなかったり、反抗したりするたびに都築は俺を床に這いつくばらせ、オーラルを強要した。都築いわく「躾」だ。

　俺が反抗しなくなったあとも、その儀式は定期的に続いている。

　全裸に首輪で過ごさせ、床で餌を食べさせ、這いつくばらせて舐めさせる。

　犬のように扱うことによって、絶えず屈服感を植えつけ、自分が主人であることを体に覚えさせる──それが都築流の関係の作り方なんだろう。

　おそらく、やくざである都築の中には同等や並列の観念はない。人間関係は常に主と従。支配する者とされる者という構図だ。

　この思考回路は、一般人には違和感があるだろうが、長く業界の水に浸った俺には馴染みがある考えだ。パワーゲームを体現するやくざの世界では、強い者が絶対であり正義。弱者は強者の足許に這いつくばって泥水を啜るしかない。

　俺にしても、この儀式は都築との勝負だ。

　体は屈服させられても、心までは屈しないという勝負の場。

　一番最初のオーラルは、とにかく辛かった。我ながら稚拙ちせつ

 でテクニックの欠片もなく、敵を最後まで達かせることができなかった。途中で退場を命じられる屈辱も味わった。

　だが回数をこなすうちに、徐々に行為に慣れてくる。コツを覚え、ディープスロートにも嘔吐くことはなくなった。

　相変わらず顎は痛いし、疲れる。舌もびりびり痺れる。でも少しずつ、どこをどうすれば気持ちいいのかが、都築の反応でわかってきた。

　初めて都築を達かせた時は、ある種の達成感に包まれた。口の中に放出された精液は、俺が都築の雄をねじ伏せた勲章だ。

　その精液も、一回目は受けとめきれずに大半を吐き出し、都築に「へたくそ」と罵られたが、次の機会には零さず呑めるようになった。

　もちろん味は不味い。口の中にいつまでも最悪な後味が残る。

　だがむしろ不味いほうがいい。

　うんとえぐくて不味いほうがいい。

　不味ければ不味いほど、与えられた屈辱を体に刻み込める。

　いまに見ていろ。いつか必ずこの関係を覆くつがえ

 してやる。その首に牙を立ててやる。

　そう胸に強く誓えるからだ。













　携帯電話に賀門からの着信がないままに日々が過ぎた。

　短い春が往き、新緑の季節がやってくる。

　陽が長くなった。七時には目が覚めてしまうおかげで一日が長い。

　このひと月ほど、俺の日課はもっぱら書架の本を読むことだ。一度は漢字が多くて諦めたが、書棚の中に辞書を見つけた。その辞書を引き引き、読み進めることを覚えたのだ。手間はかかるが、なにしろ時間だけは売るほどある。

　都築の蔵書は法律関係の本が多く、辞書を引いてもちんぷんかんぷんだったので、この手の専門書はスルーすることにした。小説はほとんどなく、ノンフィクションが多い。

　過去にまともな読書体験がないせいか、はじめは長く読み続けることができなかった。だがまぁ他にやることもないので、休み休みページを捲る。三日ほどそんな調子でいると、次第に読み慣れてきたらしく、内容がするする頭に入ってくるようになってきた。いままで漠然と疑問を抱いていた世の摂理に対する「回答」が記されている本もあって、ぐいぐい引き込まれる。

　読書に没頭している間に日が暮れて、気がつくと部屋が真っ暗になっていたこともたびたびあった。

　梅雨というシーズンが読書に向いていたこともあり、ひと月ほどで、俺が理解できるレベルの日本語の本は大方読み終えてしまった。面白かった本は二度読みしたが、再読は一度目より時間を要さなかった。

　読み尽くしてしまうと、また退屈な日々が始まる。読書の面白みを知ってしまったあとでは、テレビはなんとなく物足りない。

　仕方なく、今度は日本語以外の本を手に取った。都築の書架には一段分の洋書が並んでいたが、まずは以前から気になっていた美しい装丁の本を抜き出す。

　色使いが美しいイラストがふんだんに使われており、文字数はそんなに多くない。フランス語とかドイツ語ならお手上げだったが、どうやら英語のようだ。俺の英語力はまさしく中学レベルだが、これくらいの文章量ならば、なんとかなるかもしれない。

　英和辞書を片手に、のろのろと解読し始めた。あらかじめイラストから想像していたとおりに、その本は料理本だった。前書きによれば、英国の家庭料理のレシピ集らしい。

　ページを捲っていくと、ところどころに英語の書き込みがある。繊細で美しい筆跡だ。

（……都築の字？）

　都築の字を見たことがないので判別できない。そもそも家政夫に任せきりで、都築がキッチンに立つところなど見たことがなかった。その都築の書架にレシピ集というちぐはぐな組み合わせに違和感を覚えつつも、作り方の手順を記したイラストを眺めているうちに、自分で作ってみたくなる。苦労して英文を解読した実感も欲しかった。

　一人暮らしが長かったから料理の腕はそこそこだが、ここに来てからはゆで卵ひとつ茹でたことがない。

　本を片手に俺はキッチンへ向かった。家政夫がいつも使っているエプロンをして、ストックしてある材料を使い、ビーフシチュー作りに取りかかる。台所に立つのは数ヶ月ぶりで、初っ端はもたついたが、やりながら体がだんだん思い出してきた。

「よし、できた」

　シチューを作り終えた高揚こうよう

 のままに、レシピ本の真似をして、ダイニングテーブルにランチョンマットを敷き、ナプキンとナイフ、フォーク、スプーンを置いてみた。

（なかなかじゃん？）

　数時間後、帰宅した都築がまずは俺のエプロン姿に眉をひそめ、次にテーブルセッティングに戸惑いの声をあげる。

「なんだこれは？」

　訝いぶか

 しげな問いに、「メシ、作ったから」と答えた。心の中でちょっとやり過ぎたと後悔していたが、今更退ひ

 けない。

「おまえが？」

　怪訝けげん

 そうに確認され、ますます気まずさが募った。やっぱり慣れないことをするもんじゃない。

「この本……見て」

　俺が差し出したレシピ本に、都築がゆるゆると瞠目どうもく

 する。

「これをどこから？」

「本棚の一番上の段に差してあった」

「……そうか」

　なにか言いたげな複雑な顔つきでうなずいた都築が、そのまま黙り込んだ。

「よそってもいい？」

「……ああ」

　許可が出たのでシチューをあたため、スープ皿によそう。自分の分はステンレスの餌入れによそい、いつものように床で食べようとしたら、都築が「今日はテーブルで食べろ」と言った。

「えっ……」

　予想外の展開に驚き、とっさに反応できずに突っ立っていると、「ただし服を着てからだ」と釘を刺される。

「……服？」

　その単語が表す意味がわからずにぼんやりしていたら、都築がリビングを出て行き、しばらくして戻ってきた。「これを着ろ」と杢もく

 グレイのスエットの上下を渡される。

「…………」

「早くしろ」

　急かされて仕方なくスエットを着込んだ。

（うわ、なんだよこれ……）

　体に衣類がまとわりつく感覚が気持ち悪い。

　こんなものを数ヶ月前まで当たり前に着ていたのが信じられなかった。それと同時に、すっかり全裸での生活に慣れきっていた自分に改めて思い至り、微妙な気分になる。

　都築の犬として、飼い慣らされつつある自分……。

「早く座れ」

　せっかちな男に催促され、向いの席についた。椅子に座るのを許されたのはこの家に来て初めてのことだ。

　衣類も気持ち悪かったが、椅子とテーブルも大層居心地が悪かった。都築と差し向かいというシチュエーションも食欲を減退させる。こんなふうにまともに目線が合うのはひさしぶりで、ちらちらと上目で正面の顔を窺ってばかりいて、ちっとも食が進まなかった。

　都築の食べ方は、なんともいえずスマートだった。音を一切立てずにナイフとフォークを優美に操り、肉や野菜を適度なサイズに切って口に運ぶ。スプーンでスープを飲む際も下品に啜ったりしない。ナプキンの使い方も品がよく様になっている。

　きっと育ちがいいんだろうな。親の顔も知らず、施設育ちの自分とは生まれつきステージが違う人種。そういえば、顔立ちもちょっと貴族的だ。秀でた額。鼻筋が怖いくらいに通っていて、唇が薄くて……。

　目の前の顔に気を取られていたら、都築が視線を上げた。目と目が合う。

「なんだ？」

　訝しげに問われ、あわててスプーンをスープ皿に突っ込む。陶器に金属が当たってカチカチと煩わずら

 わしい音がした。都築みたいに上手く扱えない。

　結局俺は半分以上を残した。一方の都築はシチューをおかわりした。

（ってことは口に合ったのか）

　不味かったらおかわりなんかしないだろう。

　まだレシピはたくさん残っている。どうせ暇だし、明日も作ってみようか。

　そんなことを考えながらスエットを脱ぐ。まとわりつく感触が無くなってほっとしていると、都築に「風呂に入って寝室に来い」と言われた。













　都築の寝室に入るのは一週間ぶりだった。

　今夜、ここに呼ばれる理由がわからない。『お仕置き』されるようなことをしただろうか。勝手に夕食を作ったから？　でも美味そうに食べておかわりもしていたのに。

　当惑しつつも、ローブ姿でベッドに腰を下ろす都築の足許に四つん這いになり、その股間に顔を埋める。

　指図を待つまでもない。やるべきことはわかっていた。

　いつものように、まだ柔らかい雄を片手で掴み、亀頭をぺろぺろと舐めた。シャフトにも舌を這わし、満遍なく全体を濡らしたのちに、先端から少しずつ呑み込んでいく。

「んっ……ふっ……」

　唇を窄すぼ

 め、シャフトに圧をかけながらゆっくりと出入りさせた。舌を使うたびに、じゅぷじゅぷと濡れた音が鼓膜に響き、溜まった唾液が口の端から滴る。口淫と同時に手で袋ごと睾丸こうがん

 も愛撫した。

　懸命な奉仕が功を奏してか、口の中の都築はさほど間を置かずに硬くなった。今日はいつもより反応が早い。

「……うっ……」

　みるみる漲みなぎ

 る欲望の、喉を突く大きさに咽せかける。反応がないのも困るが、あまり大きくなられても持て余す。ただでさえ平常時でもデカいのだ。

　息苦しさに眦まなじり

 に涙が滲み、視界が潤む。唾液は溢れっぱなしで、喉どころかもう胸まで滴っている。やがて舌先に先走り独特のえぐみがじわっと広がった。

「んっ……く、ん」

　けれど、この行為自体は決して嫌いじゃない。苦しいけれど嫌じゃない。

　考えてみれば、一番はじめの時から嫌悪感はなかった気がする。

　子供の頃デブに強いられた時は、百パーセント嫌悪しかなかった。他の感情が付け入る隙は毛ほどもなかった。

（なのに……）

　近頃は、這いつくばって口淫しながら、自分を見下ろす都築の眼差しを意識してしまう。硬い切っ先で喉の奥を突かれると、首筋がチリチリ粟立つ。

　勃つわけではないけれど、もっと体の奥のほうがじんわり熱を孕はら

 む。三十年以上生きてきて、初めて知る感覚。ジクジクと疼くようなこの感覚がなんなのかわからない。

　わからなくて疎うと

 ましい……もどかしい。

　気がつくと俺は、左手を自分の股間に伸ばしていた。そっと握っても、それは柔らかいままだ。反応しないペニスを握り込み、手慰みに扱しご

 いていると、不意に肩を掴まれた。ぐいっと押し退けられ、ずるっと都築が抜ける。

「なっ……に」

　文句を言おうとした直後、都築の手が伸びてきて、俺の性器をぎゅっと握った。

「……ひっ」

「なぜ不能になった？」

　肩が揺れる。顔を振り上げて、色素の薄い瞳と目が合った。

（……知ってる？）

　意外だった。都築が自分の不能に気がついているとは思わなかった。俺の体になんかまるで興味がないのかと思っていた。

　どう説明すればまだしも体面を保てるのかを思案している間に、質問を重ねられる。

「いつからだ？」

「いつっていうか……ずっと」

「ずっと？」

　取り繕うのが面倒になり、ストレートに真実を告げた。

「生まれてから一度も勃起したことがない」

　都築が両目を瞠る。しばらく俺の顔をじっと見つめてから口を開いた。

「じゃあおまえ……」

　皆まで言わせずに続きを引き取る。

「女は知らない」

　別になんでもないことのようにさらりと言った。変に哀れまれたくなかった。

「ガキの頃、俺施設で育ったんだけど、そこの職員に日常的にセクハラされてさ。裸に剥かれてあちこち触られたり、フェラ強要されたり……そのせいじゃないかって」

「ＰＴＳＤか」

「なに？」

　聞き慣れない言葉を訊き返すと都築が首を横に振り、「それで？」と続きを促す。

「まぁよくわかんないけど勃たなくて、でも別にそれで困ったこともないし、特に不自由ないっていうか」

　強がりなんかじゃない。実際性欲を持て余すより全然楽だ。ヘタに機能していたら、定期的に処理しなくちゃならない。風俗に通う組の連中を見ていつも面倒だと思っていた。

「…………」

　都築は黙って俺を見下ろしている。

　哀れまれていないか、目の前の顔を窺っていると、都築がやおら俺の二の腕を掴んだ。

「上がってこい」

　その命令に耳を疑う。いままでずっと俺の定位置は床で、ベッドに上がれなんて一度も言われたことがなかった。むしろソコは犬の俺が上がってはいけない場所だった。

　さっきの夕食に引き続き、今日の都築はなんだか変だ。

「で、でも……」

　狼狽うろた

 える俺の腕を都築がぐっと引っ張り、体の半分がベッドに乗り上げた。ずり落ちそうになってあわてて這い上がる。ベッドリネンに這いつくばっていると、ふたたび腕を掴まれ、ぐいっと引かれる。

「うぁっ」

　強く引っ張られて尻餅をついた。しかも、都築の膝の上だ。びっくりして「あっ」と声をあげ、膝から退こうとしたが、都築の手が二の腕をしっかり掴んでいて果たせない。そのうちに都築のもう片方の手が腰に回ってきて、後ろからホールドされてしまった。

　胡座あぐら

 を掻いた都築にすっぽり抱き込まれ、筋肉が張り詰めた硬い体を背中に感じ、俺はかなり動揺した。こんなふうに体を密着させるのは初めてのことで、男の意図がわからなかった。

「な……なに？」

　混乱した声を出しても、背後から答えはない。無言のまま、男が俺の股間に手を伸ばしてきた。剥き出しの性器を握られ、ひんやりした手のひらの感触に「ひゃっ」と悲鳴が飛び出る。

「……なっ……なにすっ」

「黙って大人しくしていろ」

　低音が耳許に囁く。大人しくしろと言われても、急所を握られているのだ。不安で背中がぞわぞわする。だけど命令に背いて動けばなにをされるかわからない。

　仕方なく、俺は奥歯をぐっと食い縛り、腹部に力を入れて息を止めた。ほどなく都築の手が動き出す。根元から先端までを扱き上げるようにして、カリまで到達すると、今度は逆に擦り下ろした。その動きを繰り返しながら、時折親指で亀頭を刺激する。長い指を駆使した都築の愛撫は思いがけずソフトで、それなりに気持ちがいい。

　どこか現実味の薄い心地よさに身を任せ、ぼんやりと考える。

（なんで？）

　潔癖な都築が、なんで俺のちんこなんか握って扱いているのか。

　そんなことしてこいつになんのメリットがあるんだ？

　意味がわからないし、無駄な努力だ。どうせすぐに諦めるだろうとも思った。しかし俺の予想を裏切り、男は思いの外に根気強かった。

　マッサージするみたいに裏の筋を何度も擦られ、タマをやんわり握られ、手のひらでシャフト全体に圧をかけられる。丹念な愛撫を繰り返し受け続けているうちに、背中から伝わる都築の体温に頭がぼうっと霞んで……下腹部も熱を帯びてきた。その熱がじわじわと溜まっていくのに従い、少しずつ、本当に少しずつだが、柔らかかったペニスが芯を持ち始める。

（……マジで？）

　根元からふるりと勃ち上がりかけた性器を、俺は信じられない思いで、食い入るように見つめた。まだ半勃起だけど、確かに角度がついている。……こんなの初めて見た。まさに生まれて初めて。

　認識するのと同時に、先端の切れ込みからとろっと透明の蜜が溢れた。親指で亀頭を撫でられると、ぬちゅっと粘ついた水音が漏れる。粘ついた体液を亀頭全体にぬるぬると塗り広げられ、背筋がぞくぞくと震えた。

　俺の昂たか

 ぶりを感じ取ったのか、都築がペニスを握っているのとは別の手で、勃起の奥をまさぐる。やがて探り当てた尻の孔あな

 に指をずぶっと突っ込んだ。

「ひ、あ……!?
 」

　予想外の攻撃に高い声が飛び出る。

「やめ……ぬ……抜けっ……て！」

　思わず命令も忘れて抗い、すかさず「動くな」と制された。

「無闇に動くと中を傷つけるぞ」

　体の中を傷つけられるのは、急所を握られるのとはまた別の怖さがある。フリーズした俺を抱え直し、都築が体の中のなにかを探り当てるように指を動かし始めた。

「………っ」

　息を詰め、全身を硬直させて、俺は心臓の高鳴りを意識する。

　爪までぴかぴかに磨かれた男の美しい指が、俺の尻の孔を弄いじ

 っている――という倒錯じみた興奮。

　体中の毛穴から汗が滲み出て、呼吸もどんどん荒くなっていく。

　首筋に都築の吐息がかかり、ますます体温が上がっていくのを感じていると、男の指先がなにかを捉えた。ぐいっと押された瞬間、まるでそこがスイッチだったかのようにびりっと微弱な電流が流れる。

「あぁっ」

　全身を貫く電流に、喉の奥から高い声が押し出された。

　自分の体になにが起こったのかわからなかった。わからないけれど、まるで感電したみたいにびりびりと腰から太股にかけてが震える。

（なに？　……なにが起こった？）

　俺の混乱とは裏腹に、都築は確信を得たかのような指遣いで、そこを押し、擦り、引っ掻いた。

「あっ……あっ」

　立て続けに嬌声きょうせい

 が零れる。

　そうだ。これは紛れもなく嬌声だ。

「んっ……ふっ……ぁふ」

　濡れた甘い声を発しながら、自分はいま気持ちいいのだと改めて気がついた。

　生まれて初めて知る快感。

　ややして手のひらで擦られた勃起の先から、とぷっと透明の体液が溢れる。少しだけ白い体液も混じっていた。

「はぁ……はぁ」

　忙しない呼吸。頭がぼうっと霞んで白濁としてくる。

　熱い、気持ちいい、熱い──が交互にやってくる。しまいにはふたつが入り交じって溶け合う。

　体の奥で、快感のマグマが渦巻いている。

　熱くて、苦しい。気持ちよくて、苦しい。

　そのうちだんだんと苦しみのほうが大きくなっていく。

　出したい。早く……出したい。

　滾たぎ

 る欲望を一刻も早く放出して楽になりたかった。

　断続的に突き上げてくる切実な欲求に圧され、腰をうずうずと揺らす。都築の膝の上で体が跳ねた。

「熱……熱い……っ」

「堪えずに出せ。自分を解放しろ」

　促しの声に首を横に振る。

「わか……な」

















　解放しろと言われても、どうすればいいのかわからない。思わず都築の腕をぎゅっと掴んだ。

「おねが……お願いっ」

　懇願に応えるように、都築が愛撫を激しくする。性器をぐちゃぐちゃに扱かれ、体の中の感じるポイントをぬるぬる擦られた。

　自分がぐいぐいと引き上げられていくのを感じる。

　上へ。さらにもっと上へ。

「ひ……アッ」

　もうこれ以上はない高みに達した──と思った刹那、頭の中でパンッとなにかが弾け、砕け散った。一気に落下する。

「あ、あ、あ、あぁ──っっ」

　墜落の快楽アクメ

 は背筋が痺れるほどに気持ちよく、俺は都築の手におびただしい量の精液を吐き出した。爆は

 ぜた欲望がびくびくと震え、都築の手をしとどに濡らす。

「はっ……はっ」

「……達けたな」

　生まれて初めての吐精の余韻に身を任せ、放心していると、耳許で都築が言った。その声には、幾ばくかの達成感が潜んでいるように感じられる。

「おまえはもう不能じゃない」

　そう断じられて、俺は涙の溜まった両目をゆっくりと瞬かせた。

「不能……じゃない？」

「ちゃんと達けただろう？　機能的には問題ないということだ」

　冷静な声で告げ、都築がペニスから手を離した。指も引き抜く。俺に「ベッドから下りろ」と命じ、自分もベッドを下りた。

　バスローブ姿が隣接するパウダールームに消えてまもなく、水を使う音が聞こえてくる。手を洗う水音を耳に、俺はたったいま知ったばかりの「イク」という感覚を反芻はんすう

 していた。

　頭がクラクラするほど気持ちよかった。

　まだ体の芯から熱が引かない。

　心臓がざわざわと煩うるさ

 い。

（それにしても……）

　なんで都築は自分の手を汚してまで俺を達かせたんだろう。

　俺が不能であろうがなかろうが、都築にはどうでもいいことのはずなのに。

　男がなにを考えているのかわからない。その考えが読めない。

　それでもその夜、俺は都築のベッドの足許に蹲って眠った。追い出されるかと思ったが、都築はなにも言わず──俺は初めて朝まで飼い主の寝室で過ごした。
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　翌朝、「今日から夕食を作りたい」と都築に申し出ると、一瞬黙ってからぞんざいな答えが返ってきた。

「好きにしろ」

　それでも出勤してきた家政夫に、「今日から朝と昼だけ作ればいい。ただし材料はいままでと同様に夕食の分も購入してくれ。欲しい材料は前日に紙に書いて渡す」と話をつけてくれた。

　夕食を作るようになったこと以外は、日々の生活は以前と変わらなかった。

　朝は目が覚めたら起きて、朝食を食べ、都築を見送り、彼の部屋に忍び込んで携帯をチェック。

　日中は体が鈍らないようにストレッチと軽い筋トレをするか、読書をするか、気になる番組があればテレビを観るかのいずれかで時間を潰し、夕方から前の日に解読したレシピをもとに夕食の準備を始める。出来上がったら、都築の帰りをひたすら待つ。帰宅した都築と一緒のテーブルで食事。食後は風呂に入り、地下の犬小屋ハウス

 に戻って就寝。

　判で押したような日常が二週間ほど続いたある日、いつものように昼過ぎに出かけていった都築が、深夜になっても戻らなかった。

　都築はやくざにしてはパンクチュアルで、出勤も定時だし、帰宅も九時から十時の間がほとんどだ。希まれ

 に日付を跨また

 いだとしても一時前には帰ってくる。いままでで一番遅かったのが、確か十二時半だ。

（……おかしい）

　二時を指す壁時計を横目に、俺はリビングの中をぐるっと一周した。

　こんなことは一緒に暮らし始めてから初めてだ。

（なんで帰ってこないんだ？）

　リビングのコンソールテーブルの前に立ち、じっと固定電話を見つめる。十分以上見つめていたが、電話は無言を貫き続けた。もっともいままでも一度だって外から電話がかかってきたことはない。

　こちらから連絡しようにも、俺は都築の携帯の番号を知らなかった。

　水を打ったような静寂にそわそわと落ち着かない気分がいや増し、ふたたび室内をうろうろする。廊下に出て、玄関ホールと内扉の間を往ったり来たりした。何往復したのか、自分でもわからなくなった時点で、もう一度リビングに戻って時計を確かめる。三時五分前。

（おかしい。どう考えても変だ）

　なにかあったんだろうか。連絡もできないような不測の事態が起こったんだろうか。

　都築の仕事や立場を考えれば、いつなにが起こっても不思議じゃない。

　もしくは……事故？

　その可能性に思い当たった瞬間、ちりっと首筋に電流が走った。

　もし都築の身になにかあったとしても、都築は俺の存在を周囲に明かしていないだろうから、本人以外から連絡が入ることはない。仮に都築が連絡できない状態にあったとしたら、明日の朝家政夫が来るまで、自分はなにもわからない。

　たとえ……都築が命にかかわるような事故に遭っていたとしても。

　どす黒い感情が腹の底からじわじわと染み出してくる。背中がぞわぞわして、じっとしていられなくなった俺は、髪の毛の中に両手を突っ込み、ぐちゃぐちゃに掻き混ぜた。

　もう何ヶ月もストレスとは無縁の、穏やかでルーティンな生活を送っていたから、こうまでひどく心が乱れるのはひさしぶりのことだった。

　体がぶるぶると小刻みに震え、意味もなく泣き出しそうになる。

　心臓がドキドキする。脈が乱れる。

　なんだこれ？　なんでこんなに胸が……苦しい？

　眉間にきつく皺を刻んで五分ほど立ち尽くして、漸く気がついた。

　不安なのだ。いま自分は、都築が帰ってこないことが不安で不安で仕方がない。

　いつの間にかこんなにも打たれ弱くなってしまっていた自分に愕然とした。

　ショックだった。これじゃあ本当に都築の犬だ。見えない鎖に繋がれた犬だ。

　俺はいつから、主人を待つことしかできない飼い犬に成り下がっちまったんだ。

「くそっ」

　不甲斐ふがい

 ない自分への苛立ちと、都築が帰ってこない不安とが入り交じり、膨らんで、極限まで膨らみきって弾ける。俺はダイニングテーブルの椅子を蹴りつけた。

　ガターン！　と大きな音を立てて椅子が床に倒れる。そうやって八つ当たりしても気が収まらず、残りの椅子も全部蹴り倒した。

　一度爆発してしまうと抑えがきかない。

　さらにテーブルの上のランチョンマットに手をかけ、皿やカトラリーごと床に引き落とす。金属がキンッ、カキンッと甲高い衝突音を立ててフローリングを跳ね飛び、皿は落下の衝撃にパリンッと割れた。飛び散った破片で脹ふく

 ら脛はぎ

 を切る。

　傷から血が吹き出したが、興奮しているせいか痛みは感じなかった。

　脹ら脛から血をだらだらと流したまま、俺は部屋の中をうろつき回った。













　散々暴れ回って部屋をめちゃめちゃにしたあと、玄関ホールの床に蹲り、いつしかうとうとしていたらしい。

　明け方、キィ――という外門が開く音に薄目を開ける。

「…………」

　床に蹲った状態で、ぴくりと耳を欹そばだ

 てた。コツコツと靴音が近づいてくる。

　耳に馴染んだ都築の足音！

　跳ねるように起き上がった。裸足で三和土たたき

 に駆け下りたところで、電子ロックの解除音が響き、ドアが開く。開かれたドアの隙間に三つ揃いのスーツを着た都築が立っていた。その顔は朝出て行った時と変わらず怜悧に整っていたが、三和土に立つ俺を見て意外そうに目を瞠った。

「……こんなところでなにをしている？」

　訝しげである以外は、いつもと変わらぬその声を聞いて安堵あんど

 した。

　事故に遭ったとか、怪我をしたとかではないようだ。

　ほっとして脱力するのと入れ替わりに、もやもやとした憤いきどお

 りの感情が胸底から湧き上がってくる。

　こっちはなにかあったんじゃないかと一晩中ヤキモキしてたのに、他人事みたいに澄ました表情かお

 の男を上目遣いに睨む。

「……あんたを待ってた」

　心配したとは口が裂けても言えず、俺は行為だけを言葉にした。

「深夜過ぎても帰ってこないし、連絡もないから」

　それでも責めるような物言いになにかを感じ取ったらしい。都築が眉根を寄せた。

「なんでいちいちおまえに連絡を入れる必要があるんだ」

　そう言われてしまえば反論を紡げなかった。

　確かに……都築にそんな義理はない。ホテルに泊まってこようが、ふらりと旅行に出かけようが、都築の勝手だ。俺に了承を得る必要はない。都築は、俺にはない「自由を行使する権利」を持っているのだから。

　そのとおりだけど、なんだか不公平な気がして唇を噛み締める。

　いや、アンフェアなのは前々からだ。出会いの最初から、俺たちが同等だったことなんか一度もなかった。常に主導権を握っているのは都築で、俺は命令に従うだけ。

　逆らうことも、心配することも許されない。

（って、今更なにそんなことで傷ついているんだ……馬鹿）

「…………」

　少しの間、俺を黙って見下ろしていた都築が、眼鏡をすっと中指で押し上げ、靴を脱いだ。室内に足を上げると、俺の脇を擦り抜けてホールを進む。長身の後ろ姿をぼんやりと目で追っていた俺は、平素との違いに気がついた。

　いつもは木刀でも差し込んだかのごとくぴしりと伸びている背が、ほんのわずか猫背になっている。毎日その姿を見ている自分にしかわからないレベルだけれど。

（……疲れてる？）

　もしかしたら、組関係でなにか揉め事が起こり、その問題解決のために一日奔走ほんそう

 していたのかもしれない。帰ってきたということは、とりあえず事態は収束したのかもしれないが、どのみち気の休まらない一日だったのだろう。食事もろくにとっていないのかも……。

　リビングに続く内扉を開けた都築が、室内の惨状に肩を揺らした。数秒立ち尽くし、くるりと振り返る。底光りする双眸で、背後の俺を見据えた。

「……これはなんだ？」

　地を這う低音で問い詰められ、俺は首を縮める。本物の犬なら耳を垂らし、巻いた尻尾を股の間に仕舞い込んでいるところだ。クーンと哀れっぽい鳴き声のひとつもあげているかもしれない。

「どういうことだ？　説明しろ」

　そう言われても、ただのストレス発散なので、説明のしようがなかった。

　俺自身、冷静になったいま、数時間前の自分の行動を後悔していた。

　部屋を荒らしても都築が帰ってくるわけでもないのに……どうかしていた。

「あんたが帰ってこなかったから」

「こなかったから？」

「イライラして……」

　口に出せばいっそう気まずい。ガキみたいだ。

　反省の念に圧され、めずらしく素直な謝罪が口をついて出る。

「……ごめん……なさい」

　意表を突かれたように都築が瞠目どうもく

 した。

「すぐ片付けます」

「…………」

　不思議なものでも見るような眼差しを向けたあとで、都築が短く「早くやれ」と言った。俺はリビングに入り、急いで荒れた室内を片付け始めた。

　その間、都築は風呂を使ったようだ。濡れ髪にバスローブで一階に下りてきて、リビングをざっとチェックした。どうやら合格点をもらえたらしく、文句はつけられなかった。

「少し眠る」

　そう告げて二階の寝室に上がる都築の背中を追い、俺も階段を上がった。私室のドアを開けた都築が、背後の俺を横目で一瞥し、勝手にしろと言うように肩を竦める。俺は都築の後ろにくっついて一緒に部屋に入った。

　都築がまっすぐベッドへ向かう。俺もベッドに近づき、すぐ下の床にぺたんと正座した。

　ここに座るのはひさしぶりだ。

　あの夜以来、都築は俺に『お仕置き』をしない。

　数日は気に留めなかったが、一週間も過ぎると寝室に呼ばれないことが気になり出した。

　あの夜、都築の手に促され、生まれて初めて射精した。でもあれは、都築のほうからしてきたことで、こっちはあくまで受け身だった。主人の意向に従ったまでだ。なのに、あの夜以来お呼びがかからなくなった。

　なにが悪かったのか？　なにか興を醒ますようなことをしたのか？

　悶々もんもん

 と考え始めると寝つけなくなる。そんな夜は、ひとり地下のパイプベッドに横たわり、股間に手を伸ばした。都築の愛撫を思い浮かべ、その動きをなぞる。思い切って尻の孔に指も入れてみた。

　でも、都築がやってくれたみたいには上手くできなかった。

　──おまえはもう不能じゃない。

　──ちゃんと達けただろう？　機能的には問題ないということだ。

　都築の言葉どおり、弄れば勃つようにはなった。だけどイケないんじゃ同じだ。むしろ前より苦しい。

　こんなことなら知らなければよかった。知る前は、こんなふうに体の火照ほて

 りを持て余すこともなかったのに。

　イクにイケないもどかしさを抱え、ベッドの中でごろごろと寝返りを打つ。

　もう一度……アレをして欲しい。アレと引き替えなら、都築のモノを一晩中しゃぶってもいい。喉の奥まで入れて、舌の感覚がなくなるまで舐め続ける。ザーメンだっていくらでも呑む。

（……だから）

　夜毎餓う

 えは募ったが、自分からしゃぶりたいとは言い出せない。求められてもいないのに自ら欲しがったりなんかできない。

　今夜だって『お仕置き』を期待して部屋を荒らしたわけじゃない。誓ってそれはないが、あれだけのことをしておいて、片付けただけで済むとも思えなかった。

　ベッドのすぐ下の床に正座で待機して、じっと都築を見上げる。

「…………」

　都築はなにも言わない。ただ黙って俺の指示待ちの視線を受けとめている。色素の薄い瞳からは感情はほとんど読み取れない。でも琥珀こはく

 色の瞳の奥にほんのかすかな揺らぎ、強いて言えば葛藤かっとう

 めいたものが垣間見えるような気がした。

　前みたいに一言「咥えろ」と命じてくれたら、すぐそうするのに。

　焦じ

 れて尻をもぞっと動かした刹那、都築がすっと目を逸そ

 らした。直後、なにかを見咎めたように眉をひそめる。

「……血」

　俺の脹ら脛を見て顎をしゃくった。

「血が出ているぞ」

「え？　ああ……皿の破片で切ったんだけど、もう血は止まってるし」

　都築が眉間に皺を寄せた。

「馬鹿め」

　不機嫌そうに吐き捨てベッドから立ち上がる。「待っていろ」と言い置き、部屋を出て行った。ややして濡れたタオルとラップフィルムの箱を持って戻ってくる。

「足を出せ」

　言われたとおりに左脚を前に出すと、濡れたタオルで丁寧に血の塊かたまり

 を擦り取ってくれた。傷口を綺麗にしたあとで、ラップを臑すね

 にぐるぐると巻く。

「こうしておけば治りが早い」

「……ありがとう」

「二度とあんな真似はするな」

　こくりとうなずいた。

「……今度から遅くなる時は連絡する」

　──え？

　空耳かと思って顔を見た時には、都築はもう立ち上がっていた。眼鏡を外してナイトテーブルに置き、ベッドに入る。さっさとデュベを被って俺に背を向けてしまう。

　いま、連絡するって言った……よな？

　広い背中をしばらく眺めていたけれど、都築がこちらを振り返ることはなかった。

　ため息を吐き、俺はベッドの下の床に蹲る。

（『お仕置き』……今日もないのか）

　がっかりしている自分にもやもやする。

　都築に触れられた体もぞわぞわしている。心臓がざわざわと煩い。

　やがて聞こえてきた穏やかな寝息を耳に目を閉じる。自分も眠りたかったが、眠れないことはわかっていた。
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　今年はとりわけ長っ尻だった残暑が漸く去り、秋がやってくる。

　一番はじめにここに来たのは、まだ春先の寒い時期だった。あれから何ヶ月経ったのだろう。

　いつからか数えるのもやめてしまった。

　変わりばえのしないルーティンな日々。夕食作りは続いている。レシピも残りわずか。

　変わったことといえば、都築が俺を自分の寝室に入れなくなったことくらいだ。

　ベッドの足許の床で眠った翌日、その夜も寝室に入れてもらおうとしたら、「自分の犬小屋ハウス

 で寝ろ」と鼻先でドアを閉められた。聞こえよがしにカチッと鍵までかけられ、俺はすごすごと地下まで降りるしかなかった。

『お仕置き』は完全になくなった。夕食を食べ終わると、都築はひとりでさっさと二階に上がり、部屋に鍵をかけてしまう。

　だからって別に空気が悪いとか、気まずいとかじゃない。都築は変わらない。たまに視線を感じて振り向くと、こちらを見ていることがあるが、それも俺と目が合った瞬間に向こうからすっと逸らして終了。なんで見ていたのか説明はない。相変わらず無駄口はきかないし、ポーカーフェイスだ。

　たぶん……変わったのは俺だ。なにがどう変わったのかは、自分でもはっきりとはわからない。

　けれど、以前の自分といまの自分が違うのはわかる。

「……ふー……」

　このところ癖になっている重苦しい嘆息をひとつ零し、俺は二階へ上がった。都築を送り出したあとで男の部屋に忍び込むのも、もはや惰性になりつつある。

　期待感はゼロに近い。ほぼ義務感のみで書斎机に近づき、引き出しを開けた。自分の携帯を掴んでフリップを開く。

「………っ」

　メール着信を知らせる点滅が視界に飛び込んできて、俺はあやうく携帯を取り落としかけた。

「……う、そ」

　震える指でメールの受信ボックスを開くと、新着メールが一件。件名は『ひさしぶり』。送信者に『賀門』の表示を見て心臓がどくんっと跳ねた。

　待ちに待った賀門からのメールだ。食い入るように文面を見つめる。

【長らく連絡せずにいてすまない。いろいろ事情があって、いま海外にいる。とりあえず元気でやっているので心配しないでくれ。漸く住処が決まった。落ち着いたら改めて連絡する】

「…………」

　あれほど待ち侘びていた連絡なのに、なんだかしっくりとこなかった。三度字面をなぞって、やっと内容が頭に入ってくる。

　賀門は自分を忘れていなかった。心配しているだろうと気に留めて、ちゃんと連絡をくれた。

　次に賀門から連絡が来れば、ふたりの居場所がわかる。そうしたら、ふたりに会いに行ける。

　迅人をこの手にかけることができる。

　その日が来るのを一日千秋の思いで待っていたのだ。もっと突き上げるような歓喜が身の内に湧き起こるものなのかと思っていた。

　なのに現実には、喜びも憎しみも、なんの感情も湧き上がってこない。

　迅人への憎悪。賀門に対する復讐心。

　いつの日か、自分からすべてを奪った彼らに報復する──その一念こそがこの半年間の支えだったはずだ。

　そのために、都築の飼い犬として生きる屈辱を受け入れた。

　初めて都築の前に屈し、地べたに這いつくばってその靴先を舐め、胸に誓った想い。

　半年前の燃えるような復讐心を思い起こそうとしたが、どうしても蘇ってこない。

　都築の飼い犬として過ごす間に、自分は野性の本能を失ってしまったのか。

　牙を抜かれ、ペットに成り下がり、「賀門の狂犬」と呼ばれた頃の矜持を失ってしまったのだろうか……。

　都築の部屋から持ち出した携帯を手に、半日なにくれとなく思い悩んだ末、結局返信せずにメールは消去した。

　消してしまえば着信履歴は残らない。受信時間からみても、都築はこのメールを見ていないはずだった。













　賀門のメールを消去したあと、都築の帰りを待ちながら、改めて自分がここにいる意味を考えた。

　いままでは、賀門からの連絡を待つという大義名分があった。

　だがもう自分の中に賀門と迅人に対する復讐心がないのなら、ここに留まる意味はない。

　どんなに完璧なセキュリティシステムでも、本気で外に出たいと思えば突破は可能だ。自分は檻の中に監禁されているわけでも、鎖で繋がれているわけでもないのだから。

　なのに自分はここにいる。このコンクリートの家の中で、都築を待っている。

（なんでだ？）

　もっとわからないのは、都築がなぜ自分を飼っているかだ。

　なんの役にも立たない自分をどうして？

　はじめは賀門からの連絡を期待していたはずだ。だが半年が過ぎ、いい加減都築だってその線は脈がないと思っているだろう。

　それに都築は俺の携帯を持っている。あれがあれば、俺がいなくたって賀門からの連絡を把握できる。

　もうひとつの可能性として、「賀門の狂犬」であった俺を自分仕様に躾け直すことで、大神組の跡継ぎを奪った賀門へ意趣返しをする意図があったのかもしれない。犬扱いすることで俺にも屈辱を味わわせることができれば、二重の意味でのリベンジになる。

　だがそれとて、俺が飼い犬としての生活を甘受かんじゅ

 してしまっている時点で報復にはなり得ない。

　俺がいまのライフスタイルに馴染んでいるのは、見ていればわかるはずだ。

（なのになぜ？　なんで俺を飼い続ける？）

　つらつらと考えているうちに、どうしてもその理由が知りたくなった。

　今夜、都築が帰ってきたら真意を質そう。

　もしかしたら、それによって本当に俺が必要かどうかを、都築が考えるきっかけを与えてしまうかもしれない。

　その結果、都築が俺を必要ないと判断すれば、見えない鎖を解かれる可能性もある。

　仮にそうであったとしても、それはそれで願ってもない展開だ。

　賀門に捨てられたダメージは、表層は癒えたとはいえ、根の深いところには残っている。

　このままだらだらといまの飼い犬生活を続け、完全に自分で餌を獲る力を失ってしまったあとで、もう一度同じように捨てられたら、今度こそ立ち直れない。

　都築がある日突然、俺をポイ捨てしない保証などないのだ。

　いまならまだ……間に合う。足抜けするならいまだ。早ければ早いほうがいい。

　腹を固め、俺は都築の帰りを待った。

　しかし、こういう日に限って帰宅が遅い。

　十一時を回った壁の時計を睨み、じりじりしていると、不意に電子音がリビングに響き渡った。

　ピルルルルッ。ピルルルルッ。

「………ッ」

　耳慣れない音に飛び上がる。

「な……なんだ？」

　初めて聞くその音の発信源を辿って、固定電話に行き着いた。それでもまだ確信が持てない。固定電話が鳴るなんて初めてのことだったから。

　──……今度から遅くなる時は連絡する。

　硬直していてふと、脳裏に都築の台詞せりふ

 が蘇った。

　おそるおそる固定電話が置かれたコンソールテーブルに近づく。受話器にそろそろと手を伸ばしている途中で呼び出し音が途切れ、留守録に切り替わった。

『もしもし、私です』

　一拍おいてスピーカーから流れてきた若い女の声に、びくっと肩が揺れる。

『ご自宅までお電話してしまってごめんなさい。お忙しいのはわかっているんですけれど、携帯は不通でしたので、こちらにかけてしまいました。できましたら、本日折り返しご連絡いただけますか。遅くても構いません。よろしくお願いします』

　受話器を置く音が聞こえ、録音が終了した。

「…………」

　ふたたび黙り込んだ固定電話を、俺は呆然と見下ろす。

　女……女の声。

　後頭部を鈍器で殴られたみたいに、ぐわんと視界が歪んだ。

　都築に……女がいた。

　どうりでこのところ『お仕置き』がないはずだ。外で女と抱き合って処理していたから必要なかったのだ。

　それどころか、女を連れ込むのに俺の存在が邪魔だったかもしれなくて……。

　胃の奥から急激な吐き気が込み上げてくる。口を手で押さえ、ずるずるとその場にしゃがみ込んだ。

　胃がむかむかする。吐きそうだ。

　いまのいままで都築を同類だと思っていた。

　自分と同じように、どこかが歪いびつ

 で、まともな人間関係が築けない──誰かを愛することなどできない孤独な人間だと……。

　でも違った。俺の勝手な思い込みだった。

　都築には、自分には見せないもうひとつの顔があったのだ。

　手足がすーっと冷たくなり、体から急速に熱が逃げていくのを感じた。小刻みな震えが全身を瘧おこり

 のように襲う。

（……寒い）

　春先でも感じなかった寒気を感じた。

　どんどん酷くなる悪寒にたまらず、ふらつく足でリビングのサイドボードに近づく。そこから夕食時に着るスエットの上下を取り出し、着込んだ。次にダイニングテーブルに近づく。テーブルの上にセッティングされているのは、ビーフパイとブルーチーズドレッシングのサラダ。一度作ったら、都築がめずらしく「美味い」と誉めたメニューだ。

　ダイニングチェアの背凭れを両手で掴み、逆さに高く持ち上げる。頭上に掲げたまま、掃き出し窓まで一気に駆け寄った俺は、一枚ガラスに向かって勢いよく椅子を振り下ろした。

　グワッシャーン!!


　ガラスが粉々に砕け散り、ピーッピーッピーッとけたたましく警報が鳴り響く。

　叩き割った掃き出し窓から外へまろび出た俺は、ガラス片が散らばるウッドデッキを斜めに突っ切った。

　顔を嬲る夜風がひんやりと冷たい。半年ぶりの外界は、いつの間にかスエット一枚では肌寒い季節になっていた。

　アラームから逃のが

 れるように前庭を縦断し、鉄の外門をよじ登って乗り越える。

　警報は相変わらずピーピー鳴り響いている。そろそろ警備会社が駆けつける頃だろう。

　外門から離れた俺は、アスファルトを裸足でふらふらと歩き出した。都築の家も立派だが、周囲にも高い塀が巡らされた邸宅が多い。こんな時間だからか、人通りはなかった。

　車の往来もない──と思っていたら、いきなり前方からライトに照らされる。

「………っ」

　眩まぶ

 しさに目を眇め、フリーズした刹那、パッパーッ！　とクラクションを浴びせかけられた。

「なにぼやっとしてんだ！」

　車窓から身を乗り出した運転手の怒鳴り声に、あわてて道路脇に身を寄せる。車が行き過ぎるのを待ち、路肩をとぼとぼと歩き出した。

（ここ……どこだ？）

　ここがどこなのか、それすらわからない。

　行く当てもない。

　それでも、行くしかない。

　都築に疎まれているのが明らかになったいま、もうコンクリートの家にいられないことだけはわかったからだ。













　　　４









　モノが溢れる東京では、その気になればタダで手に入らないものはない。

　俺はマンションのゴミ集積所を漁あさ

 り、スニーカーを拾った。さすがにサイズぴったりとまではいかなかったが、多少大きい分には問題ない。さらに漁って穴の空いたビニールの合羽カッパ

 も見つける。これで少しは寒さを凌げるだろう。

　一晩中歩き続けて新宿しんじゅく

 に辿り着いた。

　日雇いの仕事を探すにしても、大勢の人間が往き来する繁華街のほうが情報も集まりやすい。飲食店が破棄する食べ物も手に入りやすい。人目がある場所のほうが実は野宿もしやすい。──といったノウハウは、子供の頃のホームレス生活で学んでいた。

　明け方、歩き疲れて高架下のトンネルの壁に背をつけ、膝を抱えてうつらうつらしていたら、ぽんぽんと肩を叩かれた。

　薄目を開けた視界に、皺深く浅黒い顔が映り込んだ。黒いジャンパーに黒いズボン。野球帽からゴマ塩の頭髪が覗く。煤すす

 けたカートを引いている初老の男──。

「あんた、ここで寝てちゃ駄目だよ」

　酒焼けした濁声だみごえ

 で注意され、俺はのろのろと腰を上げた。

「ここでね、不良どもにうちらの仲間が襲われたんだ。ホームレス狩りってやつさ」

　男が苦々しい声音でつぶやく。男もまた、家を持たない路上生活者らしい。

「…………」

　少しの間、俺の顔をじろじろと眺めていた男が、痛ましげな表情をした。

「あんた、どこから来たんだい？　顔は汚れてないし宿無しになってまだ日が経ってないだろう？　その首輪は？」

　指摘されて首輪の存在を思い出す。もはやすっかり体の一部となり、付けていることすら忘れていた。

　革の首輪に手で触れ、「これは……」と説明しかけて遮られる。

「言わなくてもいいよ。そんなもの付けられて、えらく酷い目に遭ってたんだな」

　男が哀れみの眼差しを向けてきた。ホームレスにまで同情される自分に乾いた嗤いが込み上げる。

　都築が嵌めた首輪を半年ぶりに外した俺は、トンネルから出てすぐのゴミ箱に投げ入れた。

　心なしか首がスースーする。

　呪縛から解き放たれた首を撫でていると、俺の一連の動作を黙って眺めていた男が話しかけてきた。

「あんた、帰るとこないんなら、俺んとこ来るかい？　ぼろいテントだが雨風は防げるよ」

　行く当てもないので人のいい男の好意に甘え、公園の片隅に設置されたブルーシートのテントで寝させてもらうことにした。夕方に目が覚め、ホームレスの男が恵んでくれたパンを囓かじ

 った。そのあとでまた横になり、うとうとと眠った。

　体が怠くて、頭も重くて、いくらでも眠れる。男が「好きなだけ寝てな」と言ってくれたので、毛布にくるまって昏々と眠り続けた。

　ここでは朝起きる必要もないし、夕食を作る必要もない。髭を剃らなくてもだらしないと叱る人間もいない。

　必要最低限のカロリーと水分の摂取、排泄と睡眠──それだけを繰り返しているうちに、意識が混沌としてくる。夢うつつの境目が曖昧になり、いま自分が起きているのか、それとも夢の中なのかがわからなくなってきた。

　とにかくたくさんの夢を見た。

　不思議と、見るのはこの半年の夢ばかりで、高岡組時代や子供の頃の夢は見なかった。

　都築との生活の断片がフラッシュバックのように再生される。入れ替わり立ち替わり、様々なシーンが現れては消え、消えては現れた。夢の中で都築の冷たい眼差しと罵ののし

 りの言葉を浴びて、寝汗を掻いて飛び起きることもあった。

　夢を見続けるせいで疲れが取れない。却ってじわじわと疲労が蓄積されていく。

　日が経つにつれ、なにかをする気力が失われていくのを感じる。頭は常に朦朧もうろう

 としており、食べるのも、トイレに行くのさえ煩わしい。できればずっと横になって寝ていたい。日を追って無気力感に支配される時間が長くなり、人として終わっていく実感があった。

　このままだといずれは、廃人同然になって朽ち果てることになるだろう。

（それでも別にいい……）

　都会の片隅で自分みたいなクズが野垂れ死んだところで、誰も悲しまないし、気にも留めない。身元不明の死体として事務的に処理されるだけだ。

（……そうだ……誰も……）

　靄もや

 のかかった脳裏に都築の整った貌が浮かんだ。

　あいつは、もし自分の死を知ったとして、どう思うだろう。ちょっとは悲しむ？

　少し考えて首を横に振った。

　まさか。

　あの冷徹な男がそんな人間らしい感情を抱くとは到底思えない。きっと自分の骸を見ても眉ひとつ動かさないはずだ。

　どのみち賀門に捨てられた時点で自分は一度死んだ。

　一度は尽きた命を、あの男に気まぐれに拾われ、半年ほど長らえた。

　それがまた振り出しに戻っただけ……。

「…………」

　洗濯物が下がったテントの天井をぼんやり見上げていると、言い争うような声がシートの向こうから聞こえてきた。

（なにか……揉め事か？）

　気怠い動作で上体を起こす。その体勢で聞き耳を立てていたが、騒ぎが収束する気配はない。どころか言い争いの声が徐々に近づいてくる。

「勝手になんなんだ、あんたっ」

「いいから退け！」

　聞き覚えのある低音の一喝にびくっと震えた──直後、出入り口のシートがばっと捲り上がった。

　誰かが中腰でこっちを覗き込んでいる。逆光で顔のディテールは潰れていたが、三つ揃いのスーツとトレンチコートを身につけた男であることはわかった。

　背後から差し込んできた夕陽に、ひと目で最高級品とわかる革靴と、眼鏡のフレームがキラッと光る。

　男が身を屈め、テントの中に入ってきた。天井に頭がつきそうな長身だ。俺の寝床まで二歩で辿り着き、足を止める。

　端整な面立ちが明らかになった。フレーム越しに鋭い眼光が、まっすぐ俺を見下ろしている。

「………っ」　

　その瞬間、海馬の奥底に眠っていた記憶が蘇った。

　半年前──薄汚い路地裏でちんぴらに袋叩きにされ、意識を失っていた自分の前に、いまと同じようにこの男が立ったことを。

　あの時、一瞬だけ意識が戻って、俺は男を見上げたのだ。

　どこの誰とも知らず、無意識に手を差し伸ばした気がする。

　助けて……と請うように──。

「……な……んで？」

　カラカラに乾いた喉からしゃがれた声を絞り出す。

「なんで……あんたが……ここに？」

　その問いかけには不機嫌そうに眉根を寄せ、男は「探したぞ」とだけ低くつぶやいた。屈んだ男に腕を取られ、とっさに振り払う。

「……俺、汚いし……あんた、汚れる」

　一週間以上風呂に入っていない。無精髭もまばらに生えているし、黴か

 びた毛布にくるまっていたから匂うはずだ。

　なのに──潔癖なはずの男は、ふたたび俺の腕を掴み、強い力で引き起こす。そうして有無を言わさぬ語気で告げた。

「帰るぞ」













　都築の手下らしき黒服の男二名が睨みをきかせ、ホームレスたちが遠巻きに見守る中、黒塗りのリムジンまでよたよたと引っ立てられた。リアシートに強引に押し込まれた俺のあとから、都築が乗り込んでくる。黒服二名はそれぞれ運転席と助手席に乗り込んだ。

「自宅だ」

　都築が短く命じ、すぐにリムジンが走り出す。

「なんでっ？」

　発車の振動で我に返り、俺は都築に詰め寄った。

「なんで俺なんかに構うんだよ!?
 　……もう放っとけよ！」

「そうはいかない」

　前方を向いたまま、都築がぴしりと言い返す。

「私はおまえの飼い主だからな」

「……な……なにが飼い主だよ？」

（偉そうにっ）

　もともと飼い犬にかける愛情なんか持ち合わせていないくせに。

　女ができて興味も薄れ、放置していたくせに！

　憤りとやるせなさが胸の中でごちゃまぜになり、荒んだ心持ちで膝の上の拳をぎゅっと握り締めていると、冷たい声が尋ねてきた。

「なぜ逃げた？」

　改めてなぜと問われると自分でもわからなくなる。……要因は様々あったけれど、直接的なきっかけは……そうだ、電話だ。女からの電話。

　ずっと眠っていた思考をひさしぶりに巡らせている間、俺を観察していたらしい都築が、「留守録か？」と訊いた。ぴくっと肩が揺れる。言葉にせずとも認めてしまった俺に、都築が不快そうに片眉を持ち上げた。

「……くだらん」

　唾棄だき

 するように言い捨てる。

「そんなくだらない理由で、おまえは私の一週間を棒に振らせたのか」

「………え？」

「首輪に仕込んであった探知機で新宿にいるのはすぐわかったが、そこからさっきのテントを突き止めるのに一週間かかった」

　首輪に探知機が仕込まれていたのも初耳だったが、都築がそこまでの手間暇をかけて自分を探し出したことに驚いた。もし興信所を使ったなら費用だってかかったはずだ。

　なんでそこまでして俺を？

　意味がわからない。

　その労苦に見合う価値が自分にあるとはとても思えない。

　困惑する俺の傍らで、都築が憤怒ふんぬ

 を抑えつけているかのような掠れた低音を紡ぐ。

「おまえは私の時間を奪った」

　初めて、都築の「本物の怒り」を垣間見た気がした。

　いままでも、不快や蔑みや嘲り、苛立ちの感情は向けられたけれど、抑えても滲み出るほどの「怒り」を感じたのは初めてだ。

　ゆっくりと顔をこちらに向けた都築が、熱を帯びた昏い眼差しで俺を射貫いた。びりっと背筋が震える。

「私は飼い犬に手を噛まれて黙っていられるほど寛容じゃない」













　以後むっつりと黙り込み、取り付く島もない都築に話しかけることは憚はばか

 られ──その思惑が読めないままに、俺はコンクリートの家へと連れ戻された。

　俺と都築を降ろすと、黒服二名を乗せたリムジンはいずこへともなく走り去る。

　外から見るだに、俺が割ったガラスはすでに修復されているようだ。

　もう一度この中に入ったら、今度こそ取り返しのつかない事態に陥おちい

 る気がする。

　なぜか、そんな予感がした。

　漠然とした不安に襲われ、車寄せで立ち竦む俺の腕を都築が掴んだ。

「来い」

「嫌だ」

　恐怖心から都築の手を振り解こうとしたが、全然歯が立たなかった。寝てばかりいた一週間ですっかり筋力が衰えてしまっている。

「いいから来い！」

　乱暴に家の中へ引き摺り込まれ、階段を無理矢理上がらされて、二階の都築の私室に連れ込まれた。そのままバスルームまで引っ立てられ、「その汚い服を脱げ」と命じられた。逆らうことを許さない剣呑けんのん

 なオーラに圧された俺は、衣類をのろのろと脱ぎ取る。

　裸になると、都築が入れというふうにシャワーブースを顎でしゃくった。

　渋々とブースの中に入ったとたんに頭上からシャーッと水滴が降り注いでくる。冷たいシャワーに俺は震え上がった。

　キュッとカランを捻って水を止めた都築が、頭の上からボディソープの液体を垂らす。問答無用で髪に手を突っ込まれ、わしゃわしゃと泡立てられた。残った泡で体の隅々まで洗われる。ひととおり洗われたあとで無精髭も剃られた。

　バスタオルで全身をごしごし擦られ、まだ髪から水が滴っている状態で浴室から引っ張り出される。

　都築がかなり怒っているのは気配でわかった。それも当然だろう。外には出るなという命令に背き、ガラスを破損して脱走したのだから。

　一週間という時間をかけて執念深く俺の居所を探した理由はきっと、脱走の罰を受けさせるためだ。

　どんな体罰が待っているのか。都築を本気で怒らせたのだ。折檻せっかん

 どころじゃ済まないかもしれない。下手をすれば嬲り殺され……

　血の気が引くのを自覚した刹那、どんっとベッドに突き倒された。仰向けに倒れ込み、すかさず乗り上げてきた都築に押し倒される。色素の薄い目と目が合い、殴られる！　と思った。

　反射的に腕で顔を庇い、衝撃に備えて奥歯を食い縛る。──と、太股の内側を掴まれ、大きく左右に割り開かれた。

「………ッ」

　息を呑んだ直後、欲望を熱い粘膜にぬぷりと包み込まれ、「ぅっ」と喉を鳴らす。

（う……そ）

　とっさにはいま自分の身に起こっていることが、信じられなかった。

（都築が……俺のものを咥えてる!?
 ）

　混乱し、動転している間にも、都築の舌が円をぐるりと描くように亀頭を舐め、括くび

 れに舌先を這わせ、軸に絡みつく。同時に指で作った輪で根元を絞られ、もう片方の手で陰嚢いんのう

 を揉み込まれる。

「ひぁっ」

　裏の筋をざらりとした舌で舐め上げられ、びくびくと腰が震えた。

　おそらく男のものをしゃぶるのは初めてなんだろう。最初はややぎこちなかったが、頭がいい男なのですぐコツを呑み込んだようだ。そもそも「自分がされて気持ちのいいことをするんだ」と俺に教えたのは都築自身だ。

　一方の俺は、都築にされていると思っただけで興奮してたちまち昂ぶった。しゃぶられているペニスがどんどん敏感さを増し、都築の息にすら感じる。

　無意識にも俺は都築の頭に手をやり、存外に柔らかいその髪を乱した。

「……はっ……はっ……」

　尖らせた舌先で鈴口を抉るようにクチクチと弄られると、透明な先走りがとぷっと溢れた。丸く盛り上がった雫しずく

 を唇で啜られ、背中がうねる。指の輪で根元を扱かれて内股がピクピク震える。大きな手のひらで袋をふたつ一緒に揉み込まれ、タマを転がされて黒目が濡れる。

「……あぅっ……」

　駄目だ。すぐ、そこまで来てる。

　もう──出る！

「で、出ちゃう……らっ」

　呂律ろれつ

 の回らない舌で懸命に訴え、都築の頭を押し退けた。だけど都築は動かない。頑かたく

 なに俺を口から離さない男に愛撫され続け、もう限界だった。背中を弓なりに反らし、高い声を発して、最後の抑制を解き放つ。

「あッ──あ──……っ」

　二度、三度と腰を揺らめかして溜まっていたすべてを解放する。俺が放った精を、都築は余すことなく受けとめた。

　尖った喉仏が上下し、形のいい唇の端から零れた白濁を、長い指が掬すく

 い取る──一連の動きを、俺は涙でけぶった視界で捉えた。

　都築が……俺のザーメンを呑んだ？

　なにもかもが現実感に乏しい。都築が俺のを咥えてフェラチオしたのも、吐き出した精液を余さず呑み下したのも、全部夢なんじゃないだろうか。本当の自分はまだ、あのテントの中で薄汚れた毛布にくるまっているんじゃないだろうか。

　夢かうつつか判断がつかないままに、吐精の余韻にぐったりしていると、身を起こした都築がネクタイを解き、しゅっと首から引き抜いた。

　続けてウエストコートとシャツを脱ぎ去る。衣服の下から筋肉が綺麗に乗った裸身が現れた。適度に盛り上がった胸筋と引き締まった腹筋。肩から二の腕にかけての隆起が美しい。

　髪が濡れているせいもあって、インテリ然としている平素よりも野性味を感じる。抑制を解き放ち、肉食獣のフェロモンを全開にした男が最後、眼鏡を外してナイトテーブルにカチャリと置いた。

　レンズというフィルターを取り除いた男の目は、色素の薄い瞳の奥に青白い炎が透けて見える。ゆらめく炎を湛たた

 えた双眸に至近から見つめられると、急激に鼓動が早鐘を打ち、体温が上昇した。

　都築が纏う空気がいままでと違う。いつもは人を寄せつけないクールなバリアを張り巡らせているのに、いま男が発しているオーラは濃密で熱い……。

　その熱に当てられ、喉が干上がって頭の芯がクラクラした。

「……あ、あんた」

　喘ぐように声を出す。

「もう俺に飽きたんじゃないの？」

「飽きた？」

「だって……『お仕置き』しなくなって、部屋にも入れてくれなくなっただろ？」

　つい恨みがましい物言いをすると、都築がじわりと双眸を細める。

「おまえを陵辱りょうじょく

 したクズと同レベルに並ぶのは、私のプライドが許さない」

　陵辱したクズ？

　眉をひそめて記憶を掘り起こし、やがて思い当たった。

（ってもしかして養護施設のデブのことか？）

　俺がガキの頃にデブに性的虐待を受けて不能になったって話したから……それで？

　考えてみたら……確かにあれ以来だ。

　あの時俺のことを達かせて、「もうおまえは不能じゃない」と告げて以降、ぴたりと『お仕置き』がなくなった。

　それで……なのか。

　飽きたからでも女のせいでもなく？

　都築なりに俺の過去のトラウマを気遣っていたってこと？

「じゃあ、部屋に入れなくなったのも？」

「物欲しげな顔でうろちょろされるのは目障りだからな」

　カッと顔が熱くなった。ばれていたのだ。もう一度、ペニスとアナルを弄って達かせて欲しいと思っていたのを見透かされていた。

「まさか気がついていないとでも思っていたのか？」

　嬲るような声に耳まで赤く染めて、俺はじわじわと俯いた。自分の淫らで浅ましい本性を暴かれるようでたまらなかった。奥歯を食い締め、ぎゅっと目を瞑る。

「あれだけ発情期ヒート

 の匂いを振りまいておいて」

「もうやめ……聞きたくなっ」

「あんな欲情したおまえを前にして、平然としていられるほど私とて枯れてはいない」

「えっ……」

　思いも寄らない発言にぱちっと目を開く。大きく目を瞠る俺を睨みつけ、都築が忌々しげに吐き捨てた。

「それを……こちらの気も知らずに」

「……で、でも」

「主人に散々我慢させておいて勝手に首輪を噛み切って逃げ出すなど、とんでもない馬鹿犬だ。──一から躾け直す必要があるな」

「………っ」

「『お仕置き』だ」

　昏い声の宣告に、ぞくぞくっと背筋が震えた。甘い電流が体を貫き、それだけで達してしまいそうになる。

　熱を湛えた眼差しで射貫きながら、都築が右手を俺の口許まで運んだ。

「口を開けろ」

　おずおずと開いた口の中に、中指と人差し指を差し込まれる。

「舐めろ」

　俺は二本の指に舌を絡め、ぴちゃぴちゃと音を立てて舐めしゃぶった。やがて長い指が口腔内を動き回り始める。上顎をさすり、歯茎を擦り、舌を挟んで弄もてあそ

 ぶ。

「んっ……ん、ふっ……」

　口の中の性感帯を弄られているうちに、徐々に陶酔に似た甘ったるい気分になってくる。首筋が火照って粟立ち、発散したばかりの下腹がふたたびじんわりと熱を孕む。

「あっ」

　不意に銀の糸を引いて指を引き抜かれ、俺は非難がましい声をあげた。喪失感にぱくぱく口を開閉していると、肩を掴まれて体をひっくり返される。シーツに四つん這いになった俺の後ろに、都築が膝立ちで立った。

「尻を上げろ」

　命令に従い、腰を持ち上げる。都築に向かって尻を突き出す格好だ。パンッと尻を打たれ、俺はぶるっと震えた。パンパンッとさらに打たれると、尾骨から脳髄にかけてジーンと痺れが走り、痛みだけじゃない「なにか」が湧き上がってくる。「なにか」の正体を、俺の体はもう知っていた。その証あかし

 に、一度達した欲望がゆっくりと頭をもたげ始める。

　都築が薄赤く色付いた尻をふたつに割った。唾液で濡れた指で、蟻あり

 の門渡とわた

 りをマッサージしたり、窄まりに浅く出し入れしたりと、しばらく後孔を解してから、頃合いを見計らったようにつぷっと押し入ってくる。

「ア、ンァッ」

　唾液のぬめりを借りて一気に最奥まで到達した指が、体内でぬくぬくと蠢いた。

　シーツをぎゅっと掴み、奥歯を食い締め、違和感に耐える。いつしか体内の指は二本に増えていた。それぞれが好き勝手に動き回り、狭い肉筒を押し広げ、掻き混ぜる。激しい抜き差しに背中がびりびりと震え、喉の奥から呻き声が漏れた。

「……ふっ……う、うぅっ……」

　中からの刺激で、勃起の先端から透明な愛液が溢れ、ぽたり、ぽたりとシーツに染みを作る。

　以前まえ

 に指で達かされた場所を擦られると、自然と腰が揺れてしまう。急速な射精感の高まりに、俺は掠れ声で訴えた。

「……も、……もう、出るっ……」

　ずるっと指を抜かれ、入れ替わりに濡れた硬いものを押し当てられた。

　火傷しそうに熱くて、ドクドクと脈打っているのが伝わってくる──。

（これ……都築、の？）

　息を呑んだ一瞬後、その熱い塊でめりっと体を割られた。

「ひぃっ」

　指とは比べものにならない質量を含ませられ、生理的な涙がぶわっと眦に盛り上がる。反射的に前へ逃げかけた腰を掴まれ、逆にずるずると引き寄せられた。ずぶぶっと結合が深まる。

「いっ……っ」

　体中の産毛が逆立ち、どっと汗が噴き出した。痛みには強い自負があったが、自分の中にキャパシティを越えた異物が入ってくる感覚はまさに恐怖の一言で、パニックになる。

「はな……っ……放せぇっ」

「暴れるな」

　耳許に低い囁きが落ちてきた。初めて聞くような苦しげな声に、都築も辛いのだと気がつく。

（なん……で？）

　なんでそんな辛い思いまでして自分と繋がろうとしているんだ？

　射精したいだけなら口で充分なはずだ。「咥えろ」と一言命じればいい。わざわざ面倒な手順を踏む必要はないし、痛みもなく、それなりに気持ちいい。

　でもそれだけじゃ物足りない。即物的に処理するだけじゃ「なにか」が足りない。痛みを越えた先にある「なにか」が欲しい。

　自分の中にもまた、都築と繋がりたい気持ちがあると気がついた瞬間、ふっと体から力が抜けるのを感じた。

　強ばりが緩んだのを察したのか、背後の都築も「ふ……」と息を吐く。

　そこからは比較的スムーズで、ほどなく俺たちは後背位で繋がることができた。

　都築がゆっくりと動き始める。引いては返す波のように、緩やかな抽挿ちゅうそう

 が続く。男が紡ぐリズムに身を任せ、俺は目を閉じた。

　自分はいま、都築とセックスしているのだ。

　ケモノの交尾みたいに繋がって、ひとつになっている。

　セックスしたことで、俺たちの関係が変わるのか、それはまだわからない。ただひとつ確かなのは、たったいま体の中に一切の殻を取り払った剥き身の都築がいること。

　はじめは異物感が感覚のほとんどを占めていたが、やがてそこに小さな快感の粒が混じり始めた。その快感の粒のひとつひとつが溶け合い、膨張して、異物感を凌駕りょうが

 していく。

　かつて指で得た快感よりもずっと大きくて深い快感。生まれて初めて知る官能に肉がわななき、うねり、都築に絡みつく。

「……はぁ……はぁ」

　ぽたりと背中に汗が落ちてきた。お互いに言葉はない。聞こえるのはふたり分の呼吸音と、ベッドが軋む音だけ。

　ぎりぎりまで引き抜いた雄を、窄まりかけた肉筒に深く突き入れられ、背中が大きく反り返った。

「うぁっ……はっ……は、ぁ」

　内股がぴりぴり痙攣けいれん

 し、膝がガクガクと震える。激しい揺さぶりに持ちこたえきれず、ついに俺はシーツにがくっと突っ伏した。すると、背後から都築がずるっと抜け、支えを失った体を反転される。

　目と目が合った。琥珀色の瞳に滴るような欲情の色を認め、はっと息を呑む。

　自分を抱いている間……こんなにも余裕のない顔をしていたのか。

　男が初めて見せた無防備な表情に、胸が掻きむしられるみたいなたまらない気持ちになった。衝動的に両手を伸ばし、汗に濡れた首に回す。ぎゅっと大きな体を抱き締めた。

「…………」

　合わさった胸から都築の少し速い鼓動が伝わってくる。お互いの鼓動が混ざり合うのを確認して、そろそろと腕の力を緩めた。

「入れるぞ？」

「………ん」

　都築が俺の腰を抱え上げ、今度は正常位で入ってきた。腹の中が都築でいっぱいに埋め尽くされる感覚に熱い息が漏れる。

　俺は都築の背中に腕を回し、両脚を胴に絡めた。動き始めた男に最奥を突かれ、嬌声を放つ。

「あっ……あーっ」

　強靱きょうじん

 な腰遣いに翻弄された俺は、男の首を掻き抱き、顔を仰け反らした。

「あぁっ……あぁっ」

　ものすごく感じた。

　……いい。すごくいい。

　悦よ

 すぎて、指先まで痺れて力が入らない。

「……ぅ、んっ……ん、ぁんっ」

　前後に揺すり上げられて視界がぶれる。逞しい体に抱きつき、すすり泣いた。

「……だ、め……もっ……死ん……じゃうっ」

　泣き言にも都築は容赦なく、一番感じる場所を抉り、突いてくる。硬い腹筋に擦られ、もみくちゃにされたペニスが快感の涎をだらだらと零す。結合部からは、ぬちゅ、ぱちゅんという卑猥ひわい

 な水音がひっきりなしに聞こえてきた。

「ひ、あっ」

　肉棒で掻き混ぜられる強過ぎる刺激に、中がうねうねとうねって熱く蕩とろ

 ける。膨れ上がった濃厚な快感に息もできない。

　熱い。──熱い！

　目の前がチカチカする。泣き腫れた顔は涙でぐちょぐちょだし、声の出し過ぎで喉はカラカラだしで、なにがなんだかもうわけがわからなかった。

「も、……イクっ……いきたいっ……いかせてくれっ」

　涙声の懇願に抜き差しがいっそう苛烈になる。ふるい落とされないよう、俺は男に夢中でしがみついた。もう二度と離さないくらいの勢いで腕に力を込めた。その瞬間は、本当に離れたくないと思っていたのだ。

　硬い切っ先で前立腺をずるっと擦り上げられ、背中が大きくしなる。

「い、くっ……イクぅ……っ」

　都築の胴を締め上げていた脚の内側の肉がひくひくと痙攣した。連動して中もきつく男の漲りを絞り上げる。

「……くっ……」

　苦しげな呻き声が聞こえ、都築が膨張していたものを爆発させた。

　腹の中があたたかく湿るのを感じながら、俺も限界まできていた自分を解き放つ。一度目よりもさらに高い場所で、二度目の絶頂を迎えた。









　　　＊
 ＊
 ＊










　初めて横たわることを許された都築のベッドは、マットレスの硬さが適度で、シーツや枕からはほんのりいい匂いがした。

　全力疾走に匹敵する激しい情交のあと、事後の気怠さにぐったりと俯せていた俺は、ややしてそれが都築のコロンのラストノートだと気がつく。

　くんくんっと傍らに寝そべる男を嗅か

 いでいて、肩口に赤い引き攣れを見つけた。

　青白い肌に咲く赤い花のようなそれに、そっと指先で触れると、都築が横目でこっちを見る。

「おまえがつけた……消えない疵だ」

「…………」

（消えない……疵痕）

　噛み締めるように胸の中で復唱した。

　都築が片腕で上体を起こす。琥珀色の瞳が、揺るぎない強さでまっすぐ俺を見据えた。

「おまえは私の犬だ」

「…………」

「私のものだ」

「…………」

「二度と私から離れるな」

　高みから傲慢な声で命じ、「いいな？」と念を押した。

　一方的な物言い。変わっていない。セックスしても都築は都築だ。ちょっと安心した。

「…………」

　訊きたいことはいろいろあった。

　あの電話の女は誰なのか。

　なんで自分を抱いたのか。

　だけど、尋ねたところで都築からまともな答えが返ってくるとも思えなかった。

　それに、真実を知ったからといって、自分たちの関係が変わるわけじゃない。

　自分は都築の犬だ。

　それ以上でも以下でもない。都築が飼い主を辞めない限り、俺も犬として側に居る。コンクリートの家で都築の帰りを待つ。

（ただそれだけだ……）

　都築が手を伸ばして俺の首筋に触れてくる。

「新しい首輪が必要だな」

　どこか満足げなつぶやきを耳に、俺はゆっくりと目蓋を閉じた。
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　ラストノートに包まれ、今夜はひさしぶりに夢を見ずにぐっすりと眠れる。

　そんな予感がした。







 爪痕










　短い秋が往き、今年も最後の月を迎えようとしていた。

　世間は師走しわす

 に向かって慌ただしさを増しているのかもしれないが、コンクリートの家の中は時間が止まったようにまったりとしている。

　俺も相変わらず、目覚めから就寝まで一歩も外に出ず、二十四時間を家の中で過ごしている。

　だが、このひと月で変わったこともいくつかある。

　まず、一日三食分の調理と掃除を含めた家事全般を俺が担当するようになった。

　もともと夕食は作っていたし、家の中でゴロゴロしてばかりもいい加減に飽きた――ということで俺から申し出て、都築に許諾をもらったのだ。

　日に日に増えていく借りを少しでも労働で返したい。……という本音は都築には言っていない。俺がそんなふうに考えていると知れば、プライドの高い男が気分を害するのはわかっていた。

　都築にとってあくまで俺は飼い犬。飼い犬風情が、胸の奥底にいつの日か主人と肩を並べたいなどという人並みの願望を抱いていることを知ったら、鼻でせせら笑うに違いない。

　このシステム変更に伴い、家政夫が日参しなくなった。彼はいま週三ペースで顔を出し、頼んでおいた食料品や雑貨を届けてくれる。ちなみに、今更ながらに彼の名前が『横よこ

 山やま

 』だと知った。足を洗う前は大神組の組員だったらしい。

　それともうひとつ、俺が都築の寝室で眠るようになった。

　眠る前にベッドで都築とセックスするようになったせいだ。そのまま疲れて寝落ちしてしまうことが多くなり、いつしか自然と地下の自分のベッドは使わなくなっていた。

　はじめの何回かはそれでも、朝目覚めて傍らに男が寝ているシチュエーションに居心地の悪さを覚えていたが、そのうちに都築の腕の中で眠ることにも、目覚めることにも慣れた。むしろいまではそのほうがぐっすりと夢を見ずに眠れる。

　そして──これがライフスタイルの変化としては一番大きいが──日常的に服を着るようになった。

　前は夕食を食べる時だけスエットを着ていたが、都築がある日、大量の衣類を持ち帰ってきたのだ。シャツやカットソー、カーディガン、カシミアのセーター、ワークパンツなどのアウターウェアに加えて、アンダーウェアや暖あたた

 かそうなソックスまで大きな紙袋四つ分。

　どれも新品だったので、わざわざ買い求めたものだとわかった。

「これ……俺が着るの？」

「これから寒くなるからな。風邪を引かれたら面倒だ」

　俺の質問に都築は素っ気なくそう答えたが、なんとなく、気温の変化だけが理由じゃない気がした。家の中は冷暖房が完備されているし、初めてここに来た頃も春先で寒かった。

　だからそれも理由のひとつではあるけれど、最大の要因は、全裸での生活を強いる必要がなくなったからじゃないかと推測している。

　屈服させなくても、俺はもう都築のものだから──。

　そんなわけで服を着るようになった俺だが、首輪は装着したままだ。

　半月前に都築が買ってきた新しい首輪は、上質な革で作られていて、前のよりも手触りがいい。革が柔らかいので、付け心地もよかった（最近知ったのだが、どうやら高級ブランドのオーダーメイドらしい）。

　手慰みにその首輪を弄りつつ、リビングのソファに寝そべって本を読む。夕食はあたためるだけにスタンバイしてあるし、明日の朝食と昼の弁当の下ごしらえもできている。「一日のノルマ」を終わらせたあと、こうしてのんびり読書をするのが、いまの俺にとって至福の時間だ。

　都築が「入門編にちょうどいいだろう」と先日買ってきてくれたマクロ経済の新書を読んでいたら、外でバンッと車のドアが閉まる音がした。

（帰ってきた！）

　うっかりしていると聞き逃してしまう小さな音だが、この時間帯は外に向けてアンテナを張り巡らしているので、まず聞き逃すヘマはしない。

　迎えに出ないと、都築は機嫌が悪くなる。あからさまに顔や態度に出したりはしないが、不満なのは気配でわかる。

　最近では、ちょっとした表情の変化から、男の心情がだいぶ酌く

 み取れるようになってきた。都築は感情を言葉にすることが滅多めった

 にないので、こっちが敏感に察知するしかないのだ。

　飼い犬の務めを果たすために、俺は新書をローテーブルに置いてソファから起き上がった。廊下に出たところで、迎車のリムジンが走り去るエンジン音が聞こえる。玄関ホールで待機していると、ほどなく電子ロックの解除音が響き、ドアが開いた。

「お帰りなさい」

　朝出て行った時と寸分も変わらない出で立ちの都築に声をかける。

　チャコールグレイの三つ揃いの上にトレンチコートを羽織った都築が、黙ってアタッシェケースを手渡してきた。アタッシェケースを受け取り、男が革靴を脱ぐのを待つ。

　室内に足を上げた男が廊下を歩き出し、俺はその背中を追った。「ただいま」も言わないし、言葉で労ったりはしないけれど、飼い主が出迎えに満足しているのはわかる。

　都築がスーツから部屋着に着替えている間に、サンマを焼いて、味噌汁に火を入れ、鶏肉と根菜の炒め煮をあたため直した。英国家庭料理のレシピはひととおり作り終えてしまったので、最近はオリジナルレシピの和食もラインナップに加えている。残さず食べるところをみると、そこそこ口に合っているようだ。

　土鍋で炊いたご飯をよそって、差し向かいで夕食を食べる。食事中、会話はほとんどなく、相変わらず団欒にはほど遠い。「美味い」と言ってくれるとか、知らず知らずに笑顔になるとか、わかりやすいリアクションがあるわけでもない。

　でも、箸の進み具合で、「魚の中でも青魚は特に好き」「味噌汁の具はわかめと豆腐が好み」「甘く煮つけたにんじんは苦手」など、大体わかるので問題はなかった。じっくり観察して、嗜好を手探りで少しずつ読み解いていくのも悪くない。いい暇潰しになる。

　食事が終わると入浴タイムだ。俺が洗い物をしている間に都築が入浴して、都築が出るのと入れ替わりに俺も風呂に入る。

　ここに来るまでは湯船に浸かるのが面倒で、シャワーで済ますことも多かったが、いまではすっかり風呂好きになった。都築の指導のもと、耳の裏から足の指の間まで入念に洗う。耳掃除をするのも、爪を切るのも、髭も毎朝剃るのも、日々の欠かせない習慣となった。

　伸びっぱなしだった髪も、見苦しくない程度に都築が切ってくれた。

　そのせいか、いまの俺はみすぼらしい野良犬から、一見して飼い犬とわかるレベルにはなっている気がする。血統書付きにはほど遠い雑種であることに変わりはないが……。

　髪を乾かしたら寝間着代わりのスエットを着て都築のベッドに潜もぐ

 り込む。都築のベッドはキングサイズだから、成人男子がふたりで寝ても余裕の大きさだ。

　でも俺は、なるべく端っこに寝る。主人に同どう

 衾きん

 を許されたとはいえ、犬には犬の分ぶ

 というものがあると思うからだ。

　書斎でのメールチェックなどを終えて寝室に来た都築が、デュベを捲ってベッドに入ってくる。逆側の端で背中を向けながら、俺は都築の動向を窺った。一日で一番緊張する瞬間だ。

　果たして、今夜はするのか、しないのか。

　この二日、都築の帰りが遅く、昨日・一昨日とお呼びがかからなかった。

　たった二日のブランクが、それでももやもやと形のない不安になってのし掛かってくる。胸がざわざわする。

　都築はもう俺に興味を失ったかもしれない。三日前と同じ気持ちでいる保証はない。

　ひとの気持ちとはなんとあやふやで厄介なものだろう。

　形がなくて……目に見えないから、確かめようがない。

　生まれてこのかた、他人が自分をどう思っているかなんてまともに考えたことがなかった。賀門以外の人間に興味がなかったから、第三者にどう思われようがどうでもよかった。

　だから、こんなふうに心許ない自分を持て余すばかりだ。

　ナイトテーブルのライトが絞られ、部屋が仄暗くなる。眼鏡をナイトテーブルに置くカチャッという音が響いた。鼓動がじわじわと高鳴る。心臓のドキドキが聞こえてしまわないように、俺は呼吸を止めた。

「おい」

「………っ」

「なんでおまえはいつも端に寝てるんだ」

　やや憮然とした声。

「落ちるぞ。もっとこっちへ来い」

　命じられて、もぞもぞと体を回転させた。反転して後ろを向いたとたん、都築と目が合ってしまい、ぴくっと体が揺れた。薄闇の中でも彫りの深い貌は埋没しない。

　そして、一緒に眠り始めてひと月が過ぎても、俺は男との息がかかるほどの間合いに慣れることができない。

「…………」

　自分をまっすぐ見つめる色素の薄い双眸から目が離せず、息を詰めてフリーズしていると、都築が右手をこちらに伸ばしてきた。大きな手のひらが俺の頬をつるりと撫で下ろし、指先で唇に触れる。上唇と下唇の間を辿られ、口を薄く開いた。歯列を割り、長くて形のいい指が口の中に侵入してくる。

「……っふ」

　俺は条件反射で、二本の指に舌を絡めた。我ながらよく飼い慣らされていると思う。

（今日は……するんだ）

　うれしいというより、ほっとした。

　まだ求められているという安堵。

　ひとまず、今日の段階ではまだ飽きられていない。

（……よかった）

　全身の強ばりをいささか緩め、このあと自分の体の中に入ってくる（予定の）指を、くちゅ、ぴちゃと水音を立てて無心に舐めしゃぶった。指の間にも舌を這わせ、たっぷりと唾液を擦りつける。都築もまた、お返しとばかりに俺の口の中を二本の指で蹂躙する。

「ん……ふ……」

　歯茎とか、上顎とか、歯列とか──悪あく

 辣らつ

 な指で口腔を弄られているうちに、眦が熱を持ち、頭がぼうっとして体がぐんにゃりしてくる。掻き混ぜられた口の端から唾液が滴り、顎を濡らす。下腹がジンジン疼いてきて、じっとしていられなくなる。

　おそらくいまの俺はかなり浅ましい目をしているはずだ。

　暗くてよかった。

　発情期ヒート

 の牝犬みたいな……こんな欲情した顔を見られたら引かれてしまう。

　いろんな意味でほっとして緩んだ口から指がずるっと抜ける。

「服を脱いで俯せになれ」

　低い声の命令に素直に従い、俺はスエットの上下を脱いだ。もとより下着は穿いていない。四つん這いになると、ぎしっとベッドが軋きし

 んで都築が動く気配がする。

「腰を上げろ」

　命じられるがままに尻を高く掲げた。自分が不ふ

 埒らち

 で恥ずかしいポーズをしている自覚はあったが、すでに羞恥心は期待感に取って代わられている。

　二日分の餓えに圧され、覚えず腰がふるっと揺れた。

　早く──という無言の催促に応えるように、大きな体が覆い被さってくる。

　熱くて硬い肉体。都築はその冷たい陶器のような見た目を裏切って体温が高い。

（……熱い）

　背中で感じる男の重みに、俺は充足の息を吐いた。













　十二月に入って一週間が過ぎた。

　ついに師走に突入したので、俺もぼちぼち大掃除を始めた。とは言っても、もともと掃除が行き届いているので、わざわざやることもさほどない。

　とりあえず拭き掃除をしようと決め、一階の目につく場所から拭き始めた。

（そういや大掃除とかまともにやるの、初めてだな）

　例年暮れはいつも金融業務の取り立てで忙しかった。年末に資金繰りが悪化し、夜逃げするやつが跡を絶たないからだ。逃亡の気配を事前にキャッチし、先回りして少しでも回収する。

　脅しをかけ、プレッシャーを与え、時に宥め賺し、場合によっては警察沙汰すれすれの暴力に及ぶことも日常茶飯事だった。

　正直、心身共にキツイ仕事だ。借金抱えて追いつめられるほうも地獄だが、その実、取り立て側も同じくらいに疲弊する。だからといって決して弱みは見せられない。ちょっとでも隙を見せて舐められたらやくざのシノギは終わりだ。

　ギリギリまで自分を追い込むせいか、年末には大掃除どころかぐったり疲れ果て、正月休みもいつもどこにも出かけず寝て過ごしていた。

（こんな穏やかな気分で過ごす暮れなんて、何十年ぶりだ？）

　午後には二階に上がり、都築の部屋の掃除に取りかかった。書斎机を水拭きしていて、一番上の引き出しに目が留まる。

　以前はここを開けるのが日課だった。だけどもうひと月半以上開けていない。

　最近、都築は自室に鍵をかけなくなった。だから前よりも自由に出入りできるようになったのにもかかわらず、書斎に近寄りもしなかった。

（……っていうか、「あの人」の存在を忘れていた）

　人生のほとんどの時間、「あの人」のために生きてきたのに。

　そんな自分に呆れつつ、引き出しを開ける。

　中には最後に見た時と同じように黒い携帯が置かれていた。

　懐かしい携帯をひさしぶりに手に取り、フリップを開く。ちゃんと充電されている。さすがに都築はいい加減な自分とは違って、賀門からの連絡をこまめにチェックしているようだ。

　神宮寺迅人の潜せん

 伏ぷく

 先を掴めるか否かがかかっているのだから、それも当然だろう。

　そういえば、賀門は【落ち着いたら改めて連絡する】とメールに書いてきていた。その後、メールを送って寄越したんだろうか。

（……もし）

　もしも賀門から連絡が来て、ふたりの居場所がわかったら……俺は用無しになってお払い箱になる可能性もあるのか？

　ふと脳裏に浮かんだ思考に、心臓がトクンと跳ねた。

　もともと都築が俺を飼った理由はそこにあったのだから、その可能性も否めない。

「…………」

　引き出しの中の携帯をじっと見下ろし、そろそろと右手を伸ばした。心臓の音が煩い。微妙に震える手で携帯を掴み、メール受信履歴を見る。賀門からの新しいメールは届いていなかった。

　溜めていた息をふーっと吐き、携帯を引き出しに戻す。

　引き出しを閉め、俺は拭き掃除を再開した。ハイバックチェアを拭きながら考える。

　今日届いていなかったからといって安心はできない。

　明日にも……いや、一時間後に届くかもしれない。

　とたんに落ち着かない心持ちになる。

　今日から定期的にチェックするようにしよう。

　この携帯にメールが届かない限り、都築は自分を飼い続ける。

　だから都築よりも先に賀門のメールを確認し、消去しなくては。

　いまの穏やかな生活の終わりを、少しでも先延ばしにするためにはそれしか術がない。

　メールが届くのが先か、都築が自分に飽きるのが先か、それはわからないけれど。













　その夜八時頃、固定電話の呼び出し音が鳴った。

　電話には出るなと言われているので、受話器は取らない。耳を澄ませていると六コールで留守録に切り替わった。ピーという発信音のあとで、都築の声が聞こえてくる。

『外で食べることになった。今夜は遅くなる。先に寝ていろ』

　必要最低限の素っ気ないメッセージだったが、連絡をしてくれるだけでも待つ身としては全然ストレスが違う。有り難かった。

「夕飯食わないのか……」

　年末は大神組も忙しいらしく、今月に入ってもう三度目だ。組長の義理掛けのお供とか、よその組とのつき合いもあるんだろう。

　用意したおかずは明日の弁当に回すことに決め、ひとりで夕食を食べた。普段の食卓に会話があるわけではないが、やっぱりひとり飯は味気ない。

　食後の片付けをして風呂に入る。タオルで濡れ髪を拭きながらリビングに降りたところで、ふたたび固定電話が鳴り始めた。一日に二度かかってくるのはめずらしい。

（今日は帰れないとか？）

　固定電話の置かれたコンソールテーブルの前に立ち、留守録に切り替わるのを待つ。

　ピ――。ガチャッ。

『もしもし？　夜分遅くにすみません……私です』

　流れてきた女の声にドキッと心臓が震えた。一瞬頭が真っ白になったが、すぐに記憶が蘇る。

　忘れたくても忘れられない──

（あの時の……声だ）

　過去一度だけ、留守録に吹き込まれた女の声。

『何度もしつこくしてすみません。お忙しいのはわかっていますが、どうしても直接お話がしたくて……。何時でも構いませんから、お電話いただけませんか。お待ちしております』

　風呂であたたまっていた体に、いきなり頭から水をかけられた気分になった。急激に全身から体温が奪われ、指先まで冷たくなっていく。

　外部からの電話一本で「現実」に引き戻された俺は、しばらくその場を動けなかった。

　都築に女がいるかもしれない可能性を、俺は胸の奥底に沈めて封印してきた。

　女からの電話がきっかけで逃げ出した俺を、都築は一週間かけて探し出し、この家に連れ戻した。

　その際、都築は女に関して釈明も説明もしなかった。ただ「くだらん」と一言だけ。

　無理に訊き出したとしても、あの男からまともな返答が返るとも思えない。「犬の分際で主人のプライベートに口を出すな」と不機嫌になるのがオチだ。

　自分でも、都築の私生活にとやかく言う権利などないことはわかっている。

　だから疑惑を胸の奥深くに封じ込め、自分でも忘れたつもりでいた。

　幸いあれ以来女からの電話はなく、波風が立たないままにルーティンな日常が過ぎた。

　でもその間も深層心理で、実はずっとあの電話を気にかけていたことを、いま思い知らされた。

　忘れた振りをしていただけだ。

　いつか、都築が自分を捨てて女のもとへ行ってしまうのではないかという不安。

　その不安から、俺は故意に目を逸らしてきた。

　できればこのまま逃避して、コンクリートの家の中でご主人様と飼い犬の茶番劇を続けたかったけれど。

（……だけどもう……）

　タイムリミットが近づいていることを感じ取った俺は、電話の前に立ち尽くした。













　賀門のメールのように、メッセージを消去してしまおうかと何度も考えた。

　だが、今回消したところで、どうせまた女は電話してくるに決まっている。

　どんな女なんだろう。声の雰囲気から推測するに、いっても二十代半ばくらいの若い女。

　水商売の女だろうか。やくざ幹部の情婦になりたがる夜の女はいっぱいいる。この俺にだって何人も言い寄ってきた。

　けれど電話から流れてきた声は、水商売系とは違うタイプな気がした。少し緊張しているようにも聞こえて、そこも海千山千の玄人くろうと

 筋とは重ならない。

　品がよくて、育ちがよさそうな感じ。

　ロングヘアでほっそりとした清楚な女性のイメージが浮かぶ。

　……もしかして素人の女？

　だとしたら……遊びじゃない。本気の相手かもしれない。

　刹那、首の後ろがチリッと粟立った。

（なんだこれ？）

　胃のあたりがもやもやして気持ち悪い。胸焼けしたみたいに胸がヒリヒリする。

　その女の前では、都築もドＳを封印して紳士然と振る舞っているんだろうか？

　やさしく微笑みかけたり、甘い言葉を囁いたりするのか？

　想像するに従い、気持ちがざわざわして、思考もぐるぐるして、居ても立ってもいられなくなる。俺はリビングから玄関ホールに移動した。

　ひさしぶりに玄関前に座り込む。ひんやり冷たい板間に直座りしてドアを見据え、都築の帰りを待った。しかし深夜を回っても都築は帰ってこなかった。

「…………」

　待ちくたびれ、どうやら座ったままの状態で、いつしかうとうとしていたらしい。

　キィ――という外門の開く音で、俺はぱちっと目を開いた。斜めに傾いでいた頭をまっすぐ戻す。研ぎ澄ました聴覚がこちらへ近づいてくる靴音を捉えた。

（帰ってきた！）

　立ち上がって三和土に飛び降りる。ドアは都築がロックを解除するまで開かない。じりじり待っていると漸く解除音が響き、ドアが開いた。

　三和土に立つ俺を認めた都築が、眼鏡のフレームを中指で押し上げる。

「ここでなにをしている？」

「あんたを待ってた」

「先に寝ていろと言っただろう」

「うん……でもなんか眠れなくて」

「ずっとここにいたのか？　どれくらいいた？」

「……二時間くらい」

　答えると不機嫌そうに眉間に縦筋を刻んだ。舌打ち交じりに「馬鹿が」と低く落とす。

「風邪をひいたらどうするんだ」

　靴を脱いだ都築が、アタッシェケースを俺に押しつけ、ぎろりと睨んだ。

「なんのためにわざわざ連絡を入れたと思っている？」

「ごめん……でも」

「でももへったくれもない」

　反論は許さないといった厳しい声音で撥は

 ねつけられ、俺はむっと唇を曲げた。廊下を憮然と行く都築のあとに、わだかまりを抱えて付き従う。

　リビングに足を踏み入れた都築が、トレンチコートを脱ぎながら、赤いランプが点滅している固定電話に視線を向けた。

　心臓がドキッと跳ねる。都築が俺のほうを見た。

「私の留守録を聞かなかったのか？」

　首を横に振り、「聞いた」と答える。

「ではあれはなんだ？」

　都築がチカチカ点滅するボタンを指さした。

　心臓が早鐘を打ち出す。俺はぎゅっと拳を握り締め、掠れた声で説明した。

「……女の人からかかってきた。電話……欲しいって」

「…………」

　都築が眉根を寄せた。俺の顔をしばらく見つめてから、固定電話に向かって歩み寄る。固唾を呑んで俺が見守る中、都築はコンソールテーブルの前で足を止め、固定電話に手を伸ばした。再生するのかと思いきや、ボタンを操作してメッセージを消去してしまう。

【ピ――。メッセージを一件消去しました】

　デジタル音声を耳にした瞬間、俺は「なんで!?
 」と叫んだ。思わず都築に詰め寄り、「なんで聞かないんだよ？」と問い質す。

「必要ないからだ」

　都築がにべもなく言い切った。

「聞かなくても内容はわかる」

　説明されても納得いかなかった。なんかおかしい。隠している。

　俺にその存在を隠したい相手。

　俺みたいなクズとは交わらないステージに、都築が大切に匿かくま

 っている……本命。

（やっぱり……そうなんだ）

　確信を得ると同時に、目の前がすーっと暗くなった。床がぬかるんだピッチみたいに軟化して、足がずぶずぶとめり込む感覚。

　都築はこの先も、本命がありながら、俺を飼っていくつもりなんだろうか。

　でもそれって……彼女を裏切っていることにならないのか？

　都築には俺が浮気相手という認識はないのかもしれない。そもそも人間として認識されているかどうかも疑わしい。

　でも、そのつもりはなくても、実際に俺と寝ていることを知れば、彼女は傷つくに違いない。

　呆然と立ち竦む俺を残し、もうこれで話はついたとばかりに、都築がリビングを出て行く。階段を上がる足音で我に返った俺は、あわてて都築を追った。

「ちょ……待って！」

「なんだ？」

　自室の前で振り返った都築が訝しげに問う。自分でもなんで追ったのかよくわかっていなかったが、頭で考えるより先に言葉が出ていた。

「は……話がしたい」

　都築が眉をひそめる。ややして低く落とした。

「疲れている。話なら明日に……」

「留守録の女の人……前もかけてきた人だろ？」

　なんでこんな話をしているんだ。こんなふうに追及していったらゲームオーバーが早まるだけだ。そう思うのに言葉が止まらない。

「──誰？」

「…………」

　都築があからさまに不快そうな顔をした。こんなふうに身の内に土足で踏み込まれるのを、男がなにより嫌っていると知っている。

　俺もそうだからわかる。俺たちは同類だ。お互いが担ぐ組のために時に泥を被ってきた。臑に疵を持つ身だ。だからこそ、安易にその疵に触れて欲しくない。

　痛いほどわかっているのに、止まらなかった。

「あんたのなに？」

「知ってどうする？」

　冷ややかに切り返され、俺はぐっと詰まった。

　自分で自分の首を絞めている自覚はある。でもこのままはもう嫌だ。

　この先、いつ吹かれるかわからない終了の笛にビクビク過ごすのは嫌だ。

　それくらいならいっそ……自分で──そんな自暴自棄な考えが頭を過よぎ

 る。

「あんたのこと……知りたいんだよ」

　気がつくと掠れた声が零れていた。口に出してから、それが長く胸の底に秘めていた自分の本心だと気づく。

　俺の懇願に都築がぴくりと肩を揺らした。じわりと双眸を細める。

「…………」

　色素の薄い瞳をじっと見つめて答えを待っていると、都築がすっと視線を逸らした。さらに体を返し、俺に背中を向けてつぶやく。

「知ってどうする」

「………っ」

「おまえには関係のないことだ」

　ガツンと後頭部を殴られたような衝撃を受けた。

（関係ない……って）

　俺には自分のことは話したくないってことか？　話しても意味がないから？

　やっぱり人間として認められていない……のか。

　薄々わかっていたことでも、改めて自分の存在そのものを否定されたショックに奥歯をギリッと噛み締める。

（くそっ）

　ドアを開けて部屋に入っていく都築を俺は追った。

「待てよ！　逃げんのかよ？」

　都築が部屋の中ほどで足を止める。拒絶するように向けられた背中に向かって俺は叫んだ。

「関係ないってなんだよ!?
 　あんたあの時『おまえは私のものだ』って言ったじゃねぇか！　所有物扱いしておいて……首輪付けて家ん中に閉じ込めておいてそんな言い種ありかよっ」

　都築がくるっと振り返る。大声でわめく俺を頭上から冷たく見下ろした。

「女からの電話ごときでキャンキャン吠えるな。大人しく私の言うことを聞いてさえいれば、おまえの面倒は私が見る。これ以上なにを望む？　なにが不満だ？」

　高圧的な物言いにカーッと頭が熱くなった。もともと沸点は低いのだ。それをいまの暮らしを維持するために、柄にもなく抑えに抑えてきた。だがその忍耐もついに切れた。

「その上から目線だよ！」

　激情に任せて怒鳴る。長く我慢していたぶん、一度堰せき

 を切ってしまうと歯止めがきかなかった。

「なんでもかんでも命令口調！　いつだってこっちを虫けらみたいに見下して！　もううんざりなんだよっ！」

　叫ぶなり、俺は書斎机へ駆け寄った。一番上の引き出しを開けて携帯を掴み取る。

「なにをしている！」

　鋭い声で咎めた都築が、大股で近寄ってきて俺の前に立ち塞がった。

　その顔には、不意を衝つ

 かれた動揺がかすかに滲んでいる。ここに携帯があることを俺が知っているとは思っていなかっただろうから、それも当然だ。

　だが一瞬で自分を立て直し、俺を睨みつける。

「どうするつもりだ」

「もともと俺のもんだ。どうしようと勝手だろ？」

「携帯をこっちへ寄越せ」

　携帯を掴もうとする都築の手を躱かわ

 し、逆に脇を擦り抜け、俺は寝室へ飛び込んだ。

「待て！」

　そのまま地続きのパウダールームへ駆け込み、携帯を洗面所のシンクへ放り込む。飛びつくようにして蛇口を捻った。

　ジャーッと水が勢いよく流れ出る。

「……はぁ……はぁ」

　みるみる水没していく携帯を見下ろし、束の間の解放感に浸った。

　──終わった。やっと……終わらせた。

　これで、自分と賀門を繋ぐ細い糸は切れた。二度と連絡はつかない。

　神宮寺迅人に復讐するチャンスを自ら葬り去った俺は、背後を振り返った。

　都築がパウダールームの入り口に立ち尽くしている。まさか俺がここまでの暴挙に出るとは思っていなかったんだろう。

　虚きょ

 を衝かれた面持ちでしばし瞠目していたが、ほどなくその白皙に怒りの表情が浮かぶ。

　スーツの長身から憤怒のオーラを立ち上らせる男を、俺は挑むように睨みつけた。

「これでもう賀門とは連絡がつかない。俺もあんたにとって用無しだ」

　自分で言いながら、胸にぴりっと痛みが走る。

「捨てるならとっとと捨てろよ！」

　強がる声が震えているのが惨みじ

 めだった。

　どうせいつか捨てられるなら、早いほうがいい。

　俺はもう昔の「賀門の狂犬」だった俺じゃない。肌のぬくもりを知り、飼い慣らされて弱くなってしまった。

　最悪の醜しゅう

 態たい

 を晒す前に、見たこともない女に嫉しっ

 妬と

 する自分を強制終了させたかった。

「…………」

　怖い顔のまま、都築がゆっくりと近づいてくる。シンクを背にした俺のすぐ前で足を止めたかと思うと、無言で右手を振り上げる。

　──殴られる！

　だが殴られて当然のことをした。

　目をぎゅっと瞑り、殴打の衝撃に備えて奥歯を食い締める。けれど覚悟していた衝撃はいつまでも訪れなかった。代わりに二の腕を掴まれ、ぐいっと引き寄せられる。

（………え？）

　唇にあたたかいなにかが触れ、俺はぴくっと震えた。

（……なに？）

　しっとりと湿ったこの感触がなんなのか、すぐにはわからなかった。

（……なんだ？）

　わからないままに唇を覆われ、ちゅくっと吸われる。二度、三度と吸われてようやっと状況を理解した。

　キス……されている？

　都築に……キスされている。

　なんであの流れからキスになったのかわからない。だってここは怒るところじゃないのか？

　いやそもそも、いままで何十回とセックスしてもキスされたことは一度もなかった。だからそういった恋人同士がするようなのは、俺たちに限っては無いもんだと思い込んでいて……。

　全身を硬直させ、内心で激しく狼狽えていると、唇の間を舌でつつかれた。

「口を開け」

　習性で命令に抗えず、うっすら唇を開く。濡れた舌が口の中に入ってきて、縮こまった俺の舌を搦から

 め捕と

 る。しばらくは傍若無人な舌の動きを持て余していたが、上顎の裏や歯茎をねっとり舌先で辿られているうちに、体の強ばりが少しずつ解れてきた。はじめはどうしていいかわからなかった呼吸のタイミングも掴めてきて、一気に楽になる。鼻から息が抜けた。

「……ふ……ん」

　経験値が低くてよくわからないけれどたぶん、都築はキスが上手いに違いない。

　愛撫されている口の中がとろとろに蕩けてきて、体の中に充満していたストレスの塊かたまり

 もふにゃふにゃに萎しぼ

 んでいく。だって気持ちよくて……。

（気持ちいい……キスって気持ちいいんだ）

　初めて……知った。

　いつしか俺は、都築の舌の動きにたどたどしく応えていた。肉厚な舌に舌を絡ませながら、口接を深くしていく。じゅくっと音を立てて舌を吸い合い、唾液をすすり合う。水音が鼓膜に響き、呑み込み切れない唾液が唇の端から滴った。閉じた目蓋の中で黒目が濡れる。背筋がジンジン震え、下腹部がズキズキと疼き始める。

（……やばい。勃ってきた……）

　銀の糸を引いて口接を解いた都築が、すっと唇を横にずらし、耳朶を食は

 んだ。クッと歯を立てられた刹那、びりっと走った疼とう

 痛つう

 にびくんと背中を反らす。とっさに首を縮めた俺の耳じ

 殻かく

 に低音が吹き込まれた。

「こんなことで私から逃げられるとでも思っているのか？」

「………ッ」

「もし思っているのだとしたら……そんな甘い考えはいますぐ捨てろ」

　俺の両肩を掴んだ都築がゆっくりと身を引き剥がす。焦点がかろうじて合う距離から、強い視線で射貫かれた。

「無駄だ」

「…………」

「どこへ逃げても必ず探し出して連れ戻す。だから二度と逃げようなどと考えるな」

「…………」

「捨ててなどやらない。おまえは私のものだ」

　これ以上ない高みからの傲慢な物言いに、全身がじわっと熱を孕はら

 んだ。鼻の奥がつんと痛くなって少しだけ泣きそうになる。

　酷い男だ。独占欲の塊で独り善よ

 がりでドＳで、ひとの気持ちなんてこれっぽっちも推お

 し量ろうとしない。

　こんな男に捕まってしまった自分は本当に運が悪い。ついていない。

（最悪だ……）

　最悪な男に支配される悦よろこ

 びと疎うと

 ましさが胸の中でどろどろと渦巻く。

　ビターチョコみたいにほろ苦い感情に胸が締めつけられる。

　苦しい。甘くて……苦しい。

　息苦しさに胸を喘がせていたら、ぐいっと腰を引き寄せられた。

　半勃ちの股間を硬い太股にぐりっと擦りつけられて「あっ」と高い声が出る。

「好き者め。キスだけで硬くしたのか？」

　膨らみを膝頭でぐりぐりと刺激しながら低音で詰られ、眦が熱く潤んだ。背筋がゾクゾクと痺れる。

「で……だって……んっ」

　反論しかけた唇をふたたび塞がれた俺は、都築のスーツの布地をぎゅっと掴んだ。そうしないと、足許から頽くずお

 れてしまいそうで──。

「……っ……ン……ッ」

　俺の口腔内を散々に嬲り尽くし、濡れた音を立てて唇を離した都築が、熱を孕んだ昏い声で囁いた。

「そんな牝犬には……お仕置きだ」













　都築の唇と舌が、顎、喉、鎖骨、腕の付け根、胸へと移動していく。

　こんなふうに性器以外を唇で愛撫されるのは初めてで、俺はくすぐったさに身震いした。

「……ふ……ぁ」

　笑い声が漏れてしまいそうなのを懸命に堪える。

　都築がなんでこんなことをするのかわからない。挿入のための準備ならば、いつものように指を俺の口で湿らせるか、フェラで一回達かせて体の強ばりを緩めるかのどちらかで済むはずだ。

　いつもなら、そういった準備のあとで俺を四つん這いにさせて、後ろから挿はい

 ってくる。

　バックは都築が好きな体位で、俺は本当は都築の顔を見ながら達きたいけど、でも大方途中から快感の波に呑み込まれ、とろとろに蕩け切ってわけがわからなくなってしまうから、まぁとどのつまり、どっちでもあまり差異はないかもしれない。俺は都築とのセックスに充分満足していたし、一番大事なのは俺に飽きずに抱いてくれることで。

　なのにこんな……体中にくちづけたり、舌を這わせたり……まるで前戯みたいな真似。

（なんで？）

　キスだけですでに充分混乱していたのに、普段と手順が違うことにいよいよ動揺が増した。

「あっ」

　思わず高い声が零れたのは、右の乳首を口に含まれたからだ。ねっとりと熱い粘膜に包まれ、上擦った声が出る。

「な……な、に？」

　反射的に逃げようとしたが、下半身に体重をかけられ、両手首をシーツに縫いつけられてしまっているので身動きができない。もがいている間に突起を舌でざらっと舐め上げられて「ひぁっ」と変な声が出た。

　上の歯と下の歯で乳頭を緩く挟まれ、くいくいと引っ張り上げられて、ひくひくと背中が震える。さらに尖らせた舌先で先端をクニュクニュと押し潰された。かと思うと乳暈ごとちゅうちゅうと吸われる。

「んっ……っっぅ、ん……」

　弄ばれているうちに、そこがジンジン痺れてくる。しかも、触られていないもう片方の左の乳首まで、うずうずと疼き始めた。

　もしかして俺、感じてんのか？　乳首で？

　いまのいままで単なる飾りだと思っていた。男には無用の長ちょう

 物ぶつ

 だと思っていた。なのに。

　信じられない気分でいたら、執着していた乳首から口を離し、都築が「勃ってきたな」と指摘した。

　首を起こして見ると、確かに乳首が勃っている。執拗に嬲られた右は特に腫は

 れているように見えた。唾液に濡れてぬらぬら光っているのが妙に卑猥だ。ぷっくりとした腫れ具合も女の乳首みたいで顔がじわっと熱くなる。

「こっちもして欲しいか？」

　都築が左の乳首を指で摘みながら訊いてきた。羞恥よりも疼きが勝ってこくこくと首を縦に振る。二本の指がきゅうっと抓つね

 り上げてきた。

「いっ……ッ」

　悲鳴があがる。そのまま続けて捏こ

 ね回され、たちまち左も赤く腫れ上がった。もはや両方ともにジンジンと痛いくらいに凝しこ

 っている。

　そんな俺を見下ろし、都築がぴんっと右の乳首を指で弾いた。

「あうっ」

「痛くされて感じるのか？　とんだ変態だな」

　揶や

 揄ゆ

 にカッとなって反論する。

「そんなことない……っ」

「じゃあ、これはなんだ？」

　むんずと股間を掴まれ、ひっと喉を震わせた。

「なにもされていないのに、もうこんなに硬くしているじゃないか」

「………っ」

　これは……キスされたからだとは恥ずかしくて言えず、唇を噛み締める。

　つい数ヶ月前までの自分が不能で、なにをしてもされても、ぴくりとも反応しなかったのが嘘みたいだ。毎晩のように抱かれ、その傍らで眠るのが当たり前になったいまでは、下手をすると都築の匂いを嗅いだだけで勃ちかねない。

　ふ、と唇の端で笑った都築が、スエットのウエストから右手をくぐり込ませた。半勃ちのペニスを直に握り込まれ、はっと息を呑む。

　長い指がシャフトに絡みつき、亀頭や括れを刺激する。一方で、左手は乳首を弄り続けている。二方向から紡ぎ出される別々の快感に俺は翻弄された。

「はっ……あっ……あっ」

　ほどなく、くちゅ、ぬちゅと粘ついた水音が聞こえてきて、自分が先走りを漏らしているのを知る。音からしてかなりの量だ。

「びしょびしょだな」

　意地悪な囁きに頬が熱を持つ。と同時に体の奥がズクリと熱く疼いた。詰られて感じる我が身の節操のなさに頭の芯がクラクラする。

　乳首とペニスから手を離した都築が、俺のスエットを足首まで引き摺り下ろした。濡れた勃起がぶるんと飛び出す。

　俺の下半身を剥き出しにしてから、都築自身はネクタイとウエストコートを取り、シャツを脱ぎ去った。逞しい上半身を露あらわ

 にし、居い

 丈たけ

 高だか

 に命じる。

「自分で脚を抱えて広げろ」

「えっ」

「聞こえなかったのか？　太股を手で押さえて脚を広げろと言ったんだ」

　無情な指令にごくっと唾を呑み込んだ。

　そんなことしたら都築の目に全部丸見えで……しかも、今日は天井の電気が点けっぱなしだから部屋が明るい。細部まで詳つまび

 らかに見えてしまう。

　嫌だ。恥ずかしい。そう思ったけれど、都築は容赦がなかった。

「早くしろ」

　苛立った声で急かされ、俺はのろのろと両脚を抱え上げる。犬の分際で飼い主に抗う選択肢はなかった。

　太股の裏側をそれぞれの手で掴み、羞恥を堪えて左右に開く。開脚の中央で、濡れそぼった欲望が震えながら勃ち上がった。すでに下生えもしっとり湿っている。

「もっと腰を持ち上げろ」

　追い打ちをかけるような指示に奥歯を噛み締め、腰を浮かせた。おむつを替えられる赤ん坊のようなこの体勢では、後ろの孔まではっきり見えてしまう。明るい中で、都築の突き刺すような視線を感じ、全身が火で包まれたように熱を孕んだ。

「物欲しそうにひくついているぞ」

　なおさら恥ずかしい状態を言葉にされ、黒目がじわっと濡れる。俺は涙目で都築を睨んだ。

「……酷い」

「なにが酷いだ。酷くされて興奮する淫乱のくせに」

「………ッ」

　否定できないのが悔しい。酷い言葉で罵られて、萎えるどころか欲望から蜜を溢れさせている自分が疎ましかった。だけど、こんな体になってしまった以上どうしようもない。

　尻の間まで滴った滑りを借りて、都築が中指を後孔に潜り込ませてくる。

「あぅんっ」

　ずぶずぶと押し込まれた。根元まで押し込むなり、抽挿が始まる。ぬくぬくと出し入れされ、中を掻き混ぜられた。指の腹で前立腺を擦られ、強烈な刺激にびくびくと腰が跳ねる。

「あうっ……」

「馬鹿、食い締め過ぎだ」

　唇を横に引いて窘たしな

 めた都築が、指を引き抜いた。トラウザーズの前を開き、中から取り出した自身を宛がう。それはすでに充分な質量を誇っており、押しつけられた漲りの熱さに俺はこくっと喉を鳴らした。

　痛みに対する恐れがまったくないと言えば嘘になるが、その先にある快感への期待が畏怖を大きく上回っている。

「ひ……ん」

　ひくついた窄まりを亀頭で押され、俺はぐっと顎骨を食い締めた。

　はじめから正常位で繋がるのはめずらしい。こんな明るい中では初めてかもしれない。

　いままさに自分の中に入ろうとしている都築の表情が見えるのが新鮮で興奮する。

　常日頃は抑制心が強い男の──理性よりも剥き出しの欲望が勝った雄の顔──。

　まるでその形と大きさを知らしめるようにゆっくりと、時間をかけて剛直を押し込まれた。太いものを懸命に呑み込むこちらの表情を、琥珀色の双眸が揺るぎなく捉えてくる。体の中を灼熱の肉棒に焼かれ、熱を帯びた視線にもじりじりと灼かれた。

「う……ぁ……あっ……」

　ぱちゅんっと水音が響き、根元まで押し込まれた瞬間、危うく達しそうになる。

「ア……はっ……」

















　なんとか踏みとどまり、胸を喘がせていると、ずるっと腰を引かれた。抜けるギリギリのところでとどまった都築が、結合部に指を這わせてくる。

「わかるか？　繋がっているのが」

　男を咥え込んでいる場所をぐるりと指で辿られ、ぞくっと背中が震えた。

「………あ」

「おまえのここがめいっぱい広がって、私を受け入れている」

　征服欲を滲ませた満足そうな声音にほっとする。都築を満足させられているうちは捨てられないと思えるからだ。

「動くぞ」

　宣言するやいなや、都築が動き出した。抽挿に応え、俺も夢中で腰を前後にくねらせる。硬く張ったカリで擦られた肉壁がうねり、むしゃぶりつくみたいに都築に絡みついているのがわかった。くぷくぷと結合部から音が漏れ、挿入の衝撃に萎えていた欲望もふたたび力を取り戻す。

「ふっ……はっ……あぅ」

　俺は締めつけたり緩めたり……を意識的に繰り返した。さほど時を置かず、快楽の波に呑み込まれるとわかっていたから。そうなったら自分をコントロールする術を失い、都築にされるがままに溺れるしかない。

　差し込まれた雄をぎゅうっと食い締めた刹那、都築が美しい貌を歪めた。官能を堪えるその表情に色気が滲む。男が発するフェロモンに背筋がぞくぞくとおののいた。

　直後ずるっと抜かれ、返す刀でずぶっと穿うが

 たれる。最奥まで一気に貫かれて背中が反り返った。立て続けの抽挿に嬌声が迸る。

「あっ……あんっ……あ、ン……」

　熱棒で掻き混ぜられた体の中心から蕩け出しそうだ。勃起した欲望からもだらだらと糸を引いて蜜が滴る。

「いっ……いいっ……あぁっ……」

　激しい律動にベッドの上で、大波に攫さら

 われる小舟のように体がバウンドした。

　振り落とされないよう、俺は都築の硬い体にぎゅっとしがみつく。

　ぴったりと合わさった熱い素肌から速い鼓動が伝わってきて、切なさと甘さが胸の中でない交ぜになった。

　このまま……永遠にこうしていたい。

　深く繋がったまま……離れたくない。

　俺は無意識に脚を絡め、男をさらに引き寄せた。硬い筋肉で覆われた背中に爪を立て、爪痕をつける。

　都築が小刻みな動きで奥を突いてきた。一番感じる場所を集中的に責められ、射精感がじわじわと高まる。媚肉がきゅうっとうねった。

「あ──あ──ッ」

　引き絞った内部を攪かく

 拌はん

 され、頭が白くけぶる。ここまでくると、もはや思考など吹き飛び、ただひたすら快感に溺れる肉欲の塊になる。

「い……くっ──いく、ぅ……っ」

「くっ……」

　都築が苦しそうに呻き、締めつけに抗うように腰を動かした。ずっ、ずっと重い抽挿を送り込まれる。

「アッ……ん、ぅんっ」

　喘ぐように開いた唇を塞がれた。貪るようなくちづけに、俺も夢中で応える。俺の口の中を荒々しく舌で犯しながら、都築が体内で爆ぜた。

　びゅくびゅくと熱い飛沫で最奥を焼かれ、眼裏がチカチカして体がふわっと浮き上がる。都築の腹筋に擦られた欲望が弾け、密着した腹が熱く濡れる。

「……ッ──っ……」

　声にならない声をあげ、俺はクライマックスの階きざはし

 を一気に駆け上がった。

　









　いままでで一番濃密に感じられた情交のあと、疲れ切った俺が枕に俯せていると、こちらは枕に背を預けた都築がぽつりと言った。

「電話のあれは……妹だ」

　その台詞を脳裏でぼんやり反芻してから、俺はがばっと起き上がった。

「妹!?
 」

　俺の大声にかすかに眉をひそめた都築が「そうだ」と肯定する。

　それでもまだ実感が湧かなかった。勝手に都築には肉親がいないと思い込んでいたせいだ。

「いも……うと」

　呆然と繰り返しながら、不意にシナプスが繋がる。

（ってことはつまり……恋人じゃないのか）

　電話の女は恋人じゃなかった。都築に女はいない……とまではまだ断定はできないけれど。

　ひとまず安堵の気持ちが半分、勘違いで大騒ぎした自分への恥ずかしさが半分で、俺はもう一度枕にぱふんと顔を埋めた。

「妹と言っても血は半分しか繋がっていない。あれは母親が再婚相手との間に作った娘だからな」

　だが続けて聞こえてきた都築の説明に、ふたたび顔を上げる。

「再婚？」

「母は私が八歳の時に父と別れ、家を出て行った。母としては私を連れて行きたかったらしいが、私は都築家の唯一の跡継ぎだったので、父がそれを許さなかったんだ」

　どうやら妹の他に兄弟はいないらしい。

「その父も五年前に他界した」

　淡々と語る男の横顔に、俺はもの問いたげな眼差しを据えた。

　プライベートを一切明かさなかった都築がどうして急にこんな話をし出したのか。

　訝しく感じ、その理由を思案していてふと思い至った。

　──あんたのこと……知りたいんだよ。

　もしかして……俺がさっきああ言ったせい？

　おまえには関係ないと突っぱねたことを都築なりに思うところがあって、俺の要望に応えようとしてくれているのか？

　男の意外な一面を垣間見た気がして、オレンジの間接照明に浮かび上がった彫像めいた貌をじっと見つめていると、都築がこちらに視線を向けた。

「おまえが使っている家庭料理のレシピ集があるだろう」

「あ……うん」

　書架から見つけ出していまでも時折使っている料理本だ。

「あれは母のものだ。母が残していった本で、書き込みも母の字だ」

　言われて、空きスペースに書き込まれた美しい筆致を思い出す。あの本だけ書架で明らかに異質だったけれど……お母さんのだったのか。

「子供の頃、あの本のレシピからよく母が料理を作ってくれた。何十年も前のことですっかり忘れていたが、舌は覚えているものだな。おまえが作った料理を食べて母の味を思い出した」

　一番はじめに、レシピ集から料理を作った夜のことを思い出した。

　あの日、初めて俺はダイニングテーブルにつくことを許され、都築と差し向かいでシチューを食べた。確か都築はおかわりをした。

　いま思えば、あのシチューをきっかけに、俺たちの関係は少しずつ変わり始めたのだ。

　そのレシピが、都築の母が残していったものだと知って不思議な因縁を感じる。

「英語の書き込みだったから、元の持ち主は外国の人かと思ってた……」

　俺のつぶやきに、都築が片方の眉を軽く持ち上げた。

「母の母、つまり母方の祖母が英国人だ」

「じゃあ、あんたも？」

「四分の一英国人の血が入っている」

　それに関しては意外とは感じず、すんなりと納得がいった。

　色素の薄い瞳や百八十五を越える長身、硬質な白皙など、およそ日本人離れしたルックスも、外国の血が入っていると知れば腑に落ちる。

「離婚して数年後、母は日本人男性と再婚し、妹が生まれた。血こそ繋がっているが、私と妹が顔を合わせたのは数えるほどだ」

　だから、あんなによそよそしい雰囲気だったのか。緊張して気を遣っているのが口調から伝わってきたから、まさか妹とは思わなかった。

「妹さん……なんて？」

「今月結婚するから式に親族として出席して欲しいと言われている。とうに断ったんだが諦めが悪く、しつこく電話をかけてくる」

　結婚式──そうだったのか。

「前にかけてきたのも、そのこと？」

「そうだ。あの執念深さは誰に似たのか」

　忌いま

 々いま

 しげな口ぶりに、危うく吹き出しそうになった。……間違いなく血が繋がっている。

「妹さんにとって、それだけ特別なイベントってことなんじゃないの？　別に出てやればいいじゃん」

　軽い気持ちで背中を押して、ものすごい顔で睨まれた。

「母はメーカー勤務のサラリーマンと再婚して、妹もごく普通のＯＬ、結婚相手は会社の同僚だ。今更私と関わりを持ってもプラスはひとつもない。むしろ疵になる」

「………あ」

　暴力団排除条例施行以降、世間の目はよりいっそう厳しくなった。大神組の若頭補佐という身分を隠して参列しても、素性がばれる確率はゼロじゃない。最悪の場合を憂慮して、わずかなリスクでも避けたほうが無難だ。母と娘にとって大切な晴れ舞台ならばなおのこと。

「……そっか」

　それで……妹のメッセージを消去したり、敢えて遠ざけるような真似を。

　おそらくは、突き放し、関わりを断つことが、都築流の肉親への情の示し方なのだ。

　都築というわかりづらい男を形成する複雑な要素の一端を、ほんのわずかばかり覗いたような気がした。

　勘違いかもしれない。わかった気になっているだけかもしれない。

　人間は半年やそこら共に暮らしたくらいで理解し合えるほど単純じゃない。

　俺が、兄弟同然に育った賀門の本質を読み違えていたように、何十年側にいても結局のところなにもわかっていない場合だってある。

（だけど……これだけはわかる）

　俺と都築は同類だ。似た者同士だ。

　共にダークサイドに生き、同じように孤独で、それ故誰かを支配したいと考え、同時に、心の奥底で誰かに支配されたいと願っている。

　たとえそれがどれだけ歪でねじ曲がった繋がりであったとしても……いや、だからこそ執着する。……離れられない。

　俺は男の肩口の疵に指先で触れた。

　いまだ生々しい銃創。

　俺たちを繋ぐ楔くさび

 ──消えない疵痕。

「なんだ？」

　男の問いかけに首を横に振る。寄り添った都築の腕にそっと頭を乗せ、俺はつぶやいた。


「……なんでもない」

















　新宿の街には、いろいろな音楽と騒音が溢れているが、このひと月ばかり、耳にする音楽はどれも同じだ。

　クリスマスソング。

　この曲が流れ始めると、そろそろ一年が終わりかけているのを実感する。

　今日はひときわボリュームが大きい。これでもかと飾り立てた店の中から、大音量で流れてくる。音楽に負けじと、サンタクロースの衣装に身を包んだ店員が叫んだ。

「さぁ！　本日限り！　クリスマスイブの特別タイムセールですよ！　三十分だけ！　ワゴンの商品が半額です！」

　声を嗄か

 らしたサンタクロースの前を、たくさんの人が通り過ぎていく。親子連れ、会社の同僚らしきサラリーマンの群れ、若い恋人たち、若くない夫婦もの。彼らはみな、あたたかそうな服を着て、満ち足りた表情をしている。中には借金で首が回らない者や、リストラされたばかりのサラリーマンもいるかもしれないが、いまこの瞬間はみんな笑顔だ。

　もう記憶も曖昧な遠い日、男も彼らと同じように家族と一緒に食事に出たことがあった。一いっ

 張ちょう

 羅ら

 の服を着て、レストランであまり美味くないディナーを食べた。正直、家で食べる妻の料理のほうが口に合ったが、家族がうれしそうだったので男も幸せだった。

　人並みの幸せを当たり前に感じていた頃の自分を懐かしく思い出しつつ、人の流れをぼんやり道端で眺めていた男の体がぶるっと震える。今夜は特に底冷えする。これから酔っぱらいも多くなるし、こんな寒い日は早く寝床に戻って熱あつ

 燗かん

 であったまるのが一番だ。

　クリスマスソングに追い立てられるように、男は家路を急いだ。

　カートを引きながら公園の入り口に差し掛かり、ふと足を止める。路肩に黒い車が停まっていた。路駐が不似合いな高級外車を見て、この数ヶ月海馬の底にこびりついていた記憶が浮き上がってくる。

　秋の頃──明け方に通りかかった高架下のトンネルの中で、まだ年若い男を拾った。「お仲間」にしては身綺麗で、見たこともないような整った顔立ちの男。

　その男は首に首輪をしていた。

　自分で外し、ゴミ箱に捨てていたが、人間なのに犬の首輪を付けているなんて、よほどの事情があったのだろう。そう思ったが、詳しくは訊かなかった。誰にでも詮索されたくない過去のひとつやふたつある。

　その代わりに、自分の寝床を分け与え、食料を恵んだ。

『首輪』は一週間ずっと眠ってばかりいた。時々起きてはもそもそとパンを囓り、またすぐ横になった。寝ても寝ても眠れるようだった。相当疲れていたんだろう。

　大人しい男だったし、そのまま「仲間」にしてやってもいいと考えていたが、一週間後、黒い車が公園の入り口に止まった。車からは黒いスーツを着た、一目で筋者とわかる男たちが降りてきた。突然の襲撃に場がざわつく。黒服と「仲間」の若手が揉み合い、怒号が飛び交った。

　その隙に一番背の高い眼鏡の男が、まっすぐ自分のテントに向かうのを見てぴんと来た。闇金の追い込みか、組の資金の使い込みか。いずれにせよ首輪はやくざに追われていたのだ。あわてて眼鏡を追った。テリトリーにずかずかと踏む込む眼鏡のコートの裾を掴む。

「勝手になんなんだ、あんたっ」

「いいから退け！」

　ひと振りで薙な

 ぎ払われた。尻餅をついている間に眼鏡はテントの中に入り、ほどなく首輪を引っ立てて出てきた。首輪の白い顔は引き攣り、見るからに怯えている。

　助けてやりたかったが、黒服二名が睨みを利かせていて手が出せなかった。

「仲間」と自分が遠巻きに見守る中、首輪は黒い車に押し込まれ、あとから乗り込んだ眼鏡と黒服ともども公園から立ち去った。

　結局、名前も知らないままだったが……かわいそうなことをした。

　いまでも最後に見た蒼白な顔が忘れられない。

　酷い目に遭っていなけりゃいいが。

　そう願う側から、それが叶わぬ願いだともわかっていた。

　底辺から、さらに奈落の底へと転がり落ちる人間をいままでも何人も見てきた……。

　ふるっと身震いする。また冷え込みがきつくなってきた。野球帽を目深に被り直す。

　公園の中をしばらく歩いて目的地に辿り着いた男は、ブルーテントの前のベンチに人ひと

 形がた

 のシルエットを見つけ、足を止めた。

　男に気がついたのか、ベンチから立ち上がった小柄な影が、こっちに近づいてくる。男はカートからそうっと傘を引き抜き、ぎゅっと握り締めた。外灯の光にシルエットが照らされ、その全貌が明らかになる。

「あっ……」

　思わず声が出た。『首輪』だった。髪を切り、あたたかそうなコートを着て、マフラーを巻いているけれど、その白くて綺麗な顔は間違いなくあの時の彼だ。

「あんた……生きてたのか！」

「おかげ様で」

　首輪が笑った。微笑む顔に傷や痣はない。肌も艶々として元気そうだ。連れ去られた際の状況から最悪の事態を予想していた男は安堵した。

　よかった。どうやらやくざから逃げることができたらしい。

「ずっと御礼が言いたかったんだ。あの時は本当に助かりました。ありがとう」

「それを言うためにわざわざ？」

　首輪がうなずく。

「俺、あんまり家から出られないんだけど、今日はイブだからひとつだけ願いを聞いてやるって言われて、それでここに連れてきてもらったんだ」

　誰に頼んだかは知らないが、ここに来るのが首輪にとってのクリスマスプレゼント──ということか？

「それで……」

　首輪がコートのポケットからなにかを取り出す。白い封筒だった。

「これ、ほんの気持ちだけど……あの時の御礼です。酒でも買ってみんなで呑んで」

「いや、もらえないよ。そんなの」

　押しつけられた封筒をあわてて押し戻す。だが首輪も譲らない。無理矢理封筒を握らされた。

「俺の金じゃないんだ。……人から預かったものだから受け取ってもらわないと困る。お願いだから」

　懇願の声に、自分が受け取らなければ、ずっと気がかりとして心に残ってしまうのだと察した男は、不承不承封筒を受け取った。首輪がほっとしたみたいに笑う。

「よかった。最後があんな形だったから、心配してるんじゃないかって気にかかってて」

「うん、みんな心配してたよ」

「ごめん。心配かけて。みんなにも謝っておいてください」

　男は思い切って尋ねた。

「いま……幸せなんだね？」

　首輪が少し考えるような素振りのあと、こくりと首を縦に振る。

「そうか。ならよかった」

「ありがとう。……じゃあ、俺もう行くよ。車が待ってるから」

「出口まで送るよ」

　男は首輪と並んで公園の出口まで歩いた。道路が見えてきたところで首輪が足を止めて男を振り返り、「じゃあ、元気で」と言った。

「ああ、あんたも元気で」

　うなずいた首輪が軽やかに駆け出す。白いマフラーがひらりと舞った。路駐の黒塗りの外車に小走りに駆け寄ると、待ち構えていたように後部座席のドアが開く。車内にスーツの男が見えた。キラッと光った眼鏡のフレームに、あっと声が漏れる。

　あの時の眼鏡のやくざだ！

　とっさに足を踏み出しかけ、寸前で思いとどまった。眼鏡になにごとかを話しかける首輪の横顔が、とても穏やかでやさしかったからだ。首輪が車に乗り込み、バタンとドアが閉まる。音もなく車が走り出した。テールランプがみるみる遠ざかっていく。

　事情はよくわからない。だが、幸せなのだと彼は言った。

　ならばもう、それでいい。

　今夜は封筒の御礼で有り難く、ちょっといい酒を呑もう。──「仲間」と。

　男は不意に、その言葉を口にしたい気持ちになった。口にするのは十数年ぶりだ。

「……メリークリスマス」

　囁くように小さくつぶやき、公園の我が家へと引き返した。
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　卒業式の準備委員に任命された。今までも補助という形で参加したことはあったが、メインで式典に関わるのは初めてのことだ。

　そもそも侑ゆう

 希き

 が、クラス担任を受け持つのも今年度が初めてだった。この三月に卒業を迎える学年が一年の時に副担任を任され、そのまま継続して二年も副担任をやった。そうして去年の春、またしても持ち上がりで、今度は担任になった。

　つまり、今年卒業する生徒たちは、侑希が三年間授業を受け持ち、かつそのうち四十名は副担任・担任としても関わった生徒たちだ。その彼らの卒業式なのだから、自ずとそれまでのものとは思い入れも違ってくる。

　できれば、みんなの心に残るセレモニーにしたい。

　そんな想いを胸に秘め、年明けからの準備委員会の会議に参加した。例年の行事なのであらかじめ式次は決まっており、意見が割れることもなく会議自体の進行はスムーズだったが、ひとつだけ紛糾した議題があった。

　答辞を誰に読ませるか。

　成績だけで選ぶならば、ひとりの生徒が図抜けている。全国模試もダントツでトップ。また、彼は学力だけでなく、運動能力にも秀でていた。

　だが、いかんせん生活態度に難がある。お世辞にも真面目とは言えず、一年の一時期など不登校だった経歴がある。その後どうにか持ち直し、以降はきちんと学校にも通うようになったが、相変わらず協調性は皆無で、傲慢で俺様な態度も変わらず……。

「やはり、神じん

 宮ぐう

 寺じ

 はナシでしょう」

　ベテラン教師の口から発せられたその名前に、侑希はぴくりと肩を震わせた。

「……ですね。見栄えするので惜しいですけど。そもそもあいつが卒業生代表なんて役割を引き受けるとも思えない」

「どうせ、『めんどくせー』で一蹴されるのがオチですよ。大学進学を決めさせるのだってどれだけ大変だったか。その気になれば東大だって京大だって行けるのに」

「まったく、ある意味無欲っていうのかねえ。天才の気持ちは我々凡人にはわからんよ」

　先輩教師たちの話を黙って拝聴しながら、侑希は、この手の愚痴を耳にするのも今年が最後なんだな、と思った。

　この三年間、ここ『明めい

 光こう

 学園』に関わる人間で、神宮寺峻たか

 王お

 という生徒を意識したことがない者は皆無だろう。自分たちの尺度では測れない「学園始まって以来の逸材」を、周囲は遠巻きに注視し続けた。時に畏怖の眼差しで、時に畏敬の眼差しで。その不遜な態度に眉をひそめることはあっても、無視できない独特の存在感が峻王にはあるからだ。

　今は持て余し気味の教師たちも、峻王がいなくなったあとで、その存在の大きさを改めて実感する日がやってくるのかもしれない。









　結局、卒業生代表は学年二番手の成績の生徒に決まり、合唱部や吹奏楽部との事前の打ち合わせも済み、卒業式当日を迎える。

　午前十時、講堂に卒業生とその保護者、教師、在校生代表、来賓などが集まり、卒業式が始まった。

　まずは卒業証書の授与。壇上に上がって証書を受け取る生徒ひとりひとりの横顔を、教員席の侑希は感慨深く見つめた。どれも授業で受け持った顔だ。中にはよく質問に訪れた生徒もいる。

　十五分ほど経った頃、長身の生徒が卒業生の一群から立ち上がった。学ランに包まれた引き締まった肉体は、他の男子生徒と比べて明らかに完成度が異なる。その容貌も、まだ幾ばくか幼さの残る同窓生たちと違って、すでに成熟した男の色気を纏っていた。

　野趣と艶の同居した大人びた美貌に、保護者席から驚きのため息が漏れる。

　だが当人は注目の視線など毛ほどにも感じていない不敵な顔つきで、壇上への階段を上がり、学校長の前へと進み出た。壇上の真ん中に立つ堂々たる雄姿を、侑希はひときわの感慨を持ってじっと見つめる。

（……峻王）

　卒業式とかめんどくせーと、例によってサボタージュしようとする峻王を諫め、宥め賺し、最後は頼み込んで参加させたのだが──学校長から卒業証書を受け取り、きちんと一礼する姿に胸がじーんと熱くなる。

　人間と歩調を合わせる生活は、人狼である峻王にとって窮屈だったに違いないが、それでも途中でドロップアウトすることなく、こうして卒業の日を迎えることができた。

（よかった）

　教師として恋人の高校生活を見届けることができた誇らしい気持ちと、これでもう学校で一緒に過ごすことはないのだという一抹の寂しさが入り交じった複雑な心情を抱えつつ、侑希は壇上から降りてくる峻王に心の中で（おめでとう）とつぶやいた。

　と、峻王が顔を横向け、教員席に誰かを捜すような素振りを見せる。峻王を見ていた侑希と目が合った瞬間、ふっと口許が笑った。

　これがあんたの望みだろ？　満足か？

　そう言いたげな眼差しにこくこくとうなずく。じわっと涙腺が緩みそうになるのを、侑希は懸命に堪えた。









　学校長の言葉、保護者代表の挨拶、来賓の祝辞、在校生の送辞、卒業生の答辞と、つつがなく式次は進行し、「仰げば尊し」の合唱の中、卒業生たちが退場していく。侑希も、めいっぱいの拍手で彼らを送り出した。

　後片付けが終わった侑希が講堂から外に出ると、まばらではあったが、まだ卒業生や保護者、在校生が校庭に残っていた。中でもとりわけ大きな集団に視線が吸い寄せられる。輪になって群がる女子生徒の中央に立つのは、頭ひとつ抜き出た峻王だ。どうやら、今日が最後と勇気を振り絞った女子生徒たちが、果敢にもアタックをしかけているらしい。

「先輩、写真一緒に撮ってもいいですか？」

「私もお願いします！」

「私も！　一枚でいいんで！」

「第二じゃなくてもいいんでボタン……いただけませんか？」

　中のひとりがおずおずと切り出したとたん、いきなり場が殺気立った。

「あんた何抜け駆けしてんのよ!?
 」

「そうよ！　みんな我慢してんだから！」

　遠目にも彼女たちの迫力に圧倒されていると、峻王がうざったそうに告げる。

「悪ぃけど、そーゆうの無理だから」

「そ……そうですよね～？」

「私たち、写真だけで充分ですから！」

（……すごいな……）

　ぼーっと立ち尽くしてその様子を眺めていた侑希に、「立花先生」と声がかかった。顔を向けた先に男子生徒が数人立っている。

「ああ……卒業おめでとう」

「ありがとうございます。あの俺、志望の大学に入れたの、先生のおかげです」

「そんな……きみ自身ががんばったからだよ」

「それで……最後にあの、写真一緒に映ってもらっていいですか」

　意外な申し出に面食らいつつも、「ぼくなんかでいいなら」と答えた。すると「俺も」「俺も入る」と全部で五人の生徒に囲まれる。

　みんなで一緒の写真に収まったあとで、ひとりの生徒が微妙に赤らんだ顔で言った。

「握手してもらっていいですか？」

「ああ……もちろん」

　そう言って右手を差し出した侑希は、握手の寸前、後ろから二の腕を掴まれ、「あっ」と声を出す。振り返り、いつの間にかすぐ背後に立っていた峻王に瞠目した。

「神宮寺？　……どうした？　女子たちは？」

「女なんてどーでもいい。──来いよ」

　ぐいっと腕を引っ張られ、乱暴に引っ立てられる。ぽかーんと口を開けて見送る生徒たちの姿が目の端に映った。

「ちょ……ちょっと待てって！　痛い！」

　文句を言ったが峻王は聞く耳を持たず、そのままぐいぐい引き摺られて、社会科準備室に連れ込まれた。薄暗い部屋に人気はない。

　侑希は強引な男の手を振り払い、不遜な美貌をキッと睨みつけた。

「いきなりなんなんだよ？」

　峻王が不機嫌そうに吐き捨てる。

「男の手とか握ろうとしてんじゃねーよ」

「って握手だろ？　おまえだって女子に囲まれてまんざらでもなさそうだったじゃないか」

「何？　妬いてんの？」

「……っ……妬いてなんかない」

　ぷいっと顔を背け、背中を向けると、峻王が後ろから抱き締めてきた。

「馬鹿。放せよ。誰か来たら……」

「なぁ……覚えてる？　初めの頃、ここであんたとエッチしたの」

　首筋に落ちる低音にぴくっと震える。

「あんときのあんた、かわいかったよな。ブルブル震えて、なのにすげぇ感じてた」

　その声に誘われ、当時の痴態が蘇ってきて、カーッと全身が熱くなった。

「なぁ、やろうぜ？」

　とんでもない誘い文句に侑希は飛び上がり、くるっと身を返す。

「なっ……何言ってるんだ！」

「だって、もう今日が最後のチャンスじゃん。俺が卒業しちゃったら、二度と学校でできないんだぜ？」

「そ……そんなこと……」

「な？　卒業祝いに……あんたをくれよ」

　卒業祝いという言葉にぐらつきかける侑希を見越してか、峻王が悪辣な笑みを浮かべた。

「一回で終わらせるから」

「……信じられない。……とんでもないやつ」

「何を今更。……でも好きなんだろ？」

　自信満々な顔を睨みつけ、唇を噛み締める。

　否定できない自分が情けない。

「睨んでも無駄だぜ？　かわいいだけだから」

　甘くて昏い声が囁き、美しい貌が近づいてきた。唇に吐息が触れ、やわらかい感触が触れ、伝わる熱に抵抗力がみるみる薄れる。

　誘惑に弱い自分を疎みながらも、侑希はくちづけごとその身を抱き返すために、恋人の首に腕を回した。
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　チリンと風鈴が鳴った。

　開け放した窓から少しぬるい風が入ってくる。もう一度チリンと風鈴が鳴って、迅はや

 人と

 はふっと目を覚ました。

「…………」

　両目を瞬かせてしばらくぼんやり天井を見る。身じろごうとして、右手から、ぽろっと団扇が転がり落ちた。

　どうやら、昼寝をする子供たちに添い寝しつつ団扇で扇いでいるうちに、自分もいつの間にかうたた寝してしまっていたらしい。夜泣きにつき合って、夜中何度も起きるので、慢性的に寝不足気味だった。

　顔を横向けると、畳に敷かれた子供用の布団に、まるっとした赤ん坊が寝ている。ブルーとイエローのロンパースに全身を包んだふたりの赤ん坊は、ぐっすりと寝入っていた。小さな手をぎゅっと握り締め、口を半開きにして眠る姿がなんとも愛らしい。

　我が子のあどけない寝姿に、迅人は思わず、ふふっと笑った。

　双子だが、見た目はそっくりとは言えない。産まれた時は狼の姿だったので、その差も毛色の違いくらいだったが、一ヶ月をかけて徐々に人間になると、外見の相違が出てきた。

　ブルーの峻たか

 仁ひと

 が、さらさらの髪で瞳が黒く、顔立ちがきりっとしている。イエローの希き

 月づき

 は蜂蜜色の巻き毛で、目がくりっと大きく、ほっぺたがぷくぷくしていて色も白い。

　みんなの評価では、峻仁が父親似で、希月が母親似、つまり迅人似とのことだ。

　今、生後四ヶ月なので、もう少し経ったら造作ももっとしっかりしてきて、個性がはっきりしてくるのかもしれない。

　今はまだミルクを飲んで、ひたすら寝ているか泣いているか排泄しているかのいずれかだが、生後半年頃には離乳食に移行し、お座りができるようになるらしい。さらにハイハイをするようになり、一年頃には掴まり歩きをするようになり、やがてカタコトの言葉を話すようになって……。

（なんだか信じられない）

　今年の頭に妊娠が発覚するまで、男の自分が子供を産んで親になるなんて想像したこともなかった。それが今では、チビたちがいるのが当たり前で、その存在がプライオリティの一位を占めるようになっている。親である自分や賀が

 門もん

 はもとより、子供たちの祖父に当たる月つき

 也や

 、大叔父に当たる岩いわ

 切きり

 、叔父の峻たか

 王お

 、峻王の連れ合いの立たち

 花ばな

 と、本ほん

 郷ごう

 の屋敷に同居する面々も、いまやすっかりチビが中心の生活だ。

　泣く子も黙る強面の岩切ですらメロメロで、やれ玩具だやれベビー服だと、外出のたびにベビーショップを覗いてはお土産を買ってくる。感情をあまり表に出さない父もさすがに孫はかわいいらしく、帰宅時はまずチビたちの顔を見にくる。峻王も案外に面倒見がよく、大学の授業とバイトがない日はまめに子守りを買って出てくれるので助かる。立花に至っては、もうひとりの母親のようだ。

　子育てビギナーの上にいっぺんにふたりのベビーの面倒を見る必要に迫られ、産後しばらくの迅人はややテンパリ気味だった。

　賀門はとてもよく協力してくれたが、やはり男親だから、きめ細やかなフォローは望めない。その点、立花の存在は頼りになった。

　彼自身子育ての経験はないが、本来が勉強熱心なので、育児書をじっくり読み込み、迅人に的確なアドバイスをくれた。また、実の子供のように思ってくれているのがわかるので、迅人も安心して子供を任せることができた。育児ノイローゼにならずに済んだのは、立花の存在が大きいと思う。彼には本当に心から感謝している。

　そんなことをつらつら思っていると、中庭に面した廊下をギシギシと歩く音が聞こえ、障子に大きなシルエットが映り込んだ。そのシルエットと微かな体臭だけで誰だかわかり、「士し

 朗ろう

 」と呼びかける。浴衣姿の賀門が顔を覗かせ、「ただいま」と言った。

「お帰りなさい。どうだった？」

「スーパーにはなかったが、駅前のドラッグストアで買えた」

　そう答えて、賀門が手に持っていたレジ袋の中から粉ミルクの缶を取り出す。

「このブランドでよかったんだよな？」

「うんそれ。いろいろ試したけどやっぱりそれが一番好きみたい。ありがとう、助かった」

　迅人の体が元に戻るにつれて母乳も終わったので、今は粉ミルクで育てていた。が、何せふたり分なので消費が早い。先程もう一缶ストックがあると勘違いしていたことに気がつき、あわてて賀門におつかいを頼んだのだ。

　和室に入ってきて畳に四つん這いになった賀門が、布団にころんころんと転がった赤ん坊を上から覗き込む。

「よく寝てるなー」

　しばらく目を細めて我が子の寝姿を眺めていたが、ついに我慢できないといった表情で手を伸ばし、希月のほっぺを指先でぷにゅっと突いた。

「あっ、ダメ。起きちゃうよ」

　案の定、顔をくしゃりとしかめた希月が、次の瞬間ぱちっと目を開く。くりっと大きな茶色の目で、覗き込んでいる父親を見上げた。

「キヅ、起っきしたか？」

　父親の問いかけに、ふにゃあと笑う。賀門がさらに指であやすと、きゃっ、きゃっと声をあげて喜んだ。

　その声で目を覚ましたのか、峻仁が首を左右に振って「あー、あー」と声を出す。

「んもー、せっかく寝てたのに。タカまで起きちゃったじゃないか」

　迅人が文句を言うと、賀門はちょっと困ったように眉尻を下げつつも、「あんまり昼寝させると夜寝ないだろ？」と言い返した。

「そんなこと言って、チビたちと遊びたいだけじゃないの？」

「ママ、怖いなぁ。なぁ、キヅ、タカ」

　一方的に赤ん坊と会話する「夫」を横目で睨み、迅人は横たえていた体を起こす。

「ミルク作ってくる。そろそろ欲しがるだろうから。チビたち見ててね」

「了解」

　今にも蕩けそうな表情で赤ん坊を見つめる賀門にふっと苦笑を零し、迅人は粉ミルクの缶を手に和室をあとにした。

　やっぱり誰より一番双子にメロメロなのは、賀門かもしれない。









　その夜。

　チビたちにミルクを飲ませ、お風呂に入れて（これは主に賀門の仕事だ）、風呂上がりの肌にベビーパウダーを叩いておむつを替え、子守歌＆
 添い寝でどうにかふたりを寝かしつけた迅人は、そーっと足音を忍ばせて布団から離れた。抜き足差し足で続きの間との境目まで行き、襖を後ろ手にそろそろと閉める。

「寝たか？」

　続きの間で晩酌をしていた賀門が尋ねた。

「うん、なんとか」

　迅人が答えると、「こっち来い」と手を招く。ぺたぺたと裸足で近づいた迅人は、賀門の隣りにぺたんと腰を下ろした。

「疲れた～」

「お疲れ様」

　そう労って賀門が肩を揉んでくれる。抱っこで慢性的に肩が凝っているので気持ちいい。思わず体の力が抜けた。

「気持ちいいか？」

「……うん……すごく」

　うっとりと目を瞑ってつぶやく。そうかそうかと嬉しそうな声を出した賀門が、肩から二の腕に向けて手を滑らせた。浴衣の脇からするっと中に手を入れてくる。指先が乳首に触れた。母乳をあげていた名残でまだ少し腫れ気味のそれを摘まれて、びくんっと体が震える。迅人は「な、何？」と狼狽えた声を発した。耳許に低い声が囁く。

「チビたちも寝たし、ここからは大人の時間だろ？」

「大人の……時間？」

「最近ご無沙汰だったからな。おまえも寂しかったんじゃないか？」

　言われて見れば、もうずっと抱き合っていない。迅人がチビの世話で力尽きて寝オチしてしまうことが多いからだ。賀門もそんな迅人をかわいそうだと思い、夫婦生活よりも子育てを優先させていたんだろう。

「でも……チビが……」

「寝ついたばっかりだからしばらくは平気だろ？」

「う……ん、でも……」

「迅人……おまえが欲しい」

　乳首を弄りながら耳殻に吹き込まれて、ぞくっと背筋が震えた。ひさしぶりに体が熱くなる感覚に身を委ねていると、抱き寄せるようにしてくちづけられた。

「……んっ……ぅん」

　自ら口を開き、熱い舌を誘い込む。すぐに舌を搦め捕られ、くちゅくちゅと濡れた音が鼓膜に響いた。どんどん体が熱を帯びていく。

　舌を絡ませ合ったまま、ゆっくりと畳に押し倒され、迅人は逞しい首に両手を絡めた。賀門の手が迅人の浴衣の裾を割り、太股の間に忍び込んでくる。すでに昂ぶりはじめている欲望に手が触れ──

「……あ……しろ……」

「ぴぎゃーっ！」

　まるでタイミングを窺っていたかのような突然の泣き声に、ふたり同時にびくっと身じろいだ。隣りの部屋から、ぷぎゃー、ほぎゃーとユニゾンで泣き声が聞こえてくる。

「……あー……」

「……起きちゃったね」

「しゃーねぇな。泣く子と地頭にゃ勝てねえ」

　苦笑いを浮かべて賀門が立ち上がり、迅人に手を差し伸べる。隣室の襖を開けた迅人と賀門は、真っ赤な顔で泣いているチビをそれぞれ抱き上げた。希月を抱っこした賀門が、「よしよし」とあやしながら迅人に囁く。

「寝ついたら、リベンジな」

　峻仁をあやしつつ、迅人はわずかに頬を赤らめ、うなずいた。
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